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【過去問 1】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（青森県 2008 年度） 

問１ 反射について，次のア，イに答えなさい。 

ア 図は，ヒトの体が刺激を受けて反応するときの，信号

が伝わる道すじを模式的に表したものである。うっかり

熱いものに手がふれ，瞬間的に手が引っ込むとき，信号

はどのように伝わるか，ａ～ｈの中の必要な記号を左か

ら順に書きなさい。 

イ 次の１～４の中から，反射とは異なる反応を一つ選

び，その番号を書きなさい。 

１ 目にゴミが入り，涙が流れた。 

２ 部屋が暑く，額に汗をかいた。 

３ 背中にボールが当たり，振り返った。 

４ 口に食べ物を入れたら，だ液が出た。  

問２ 図１は，自然界で植物，草食動物，肉食動物の数量（有機物量）

のつり合いが保たれた状態を模式的に表したものである。次のア，

イに答えなさい。 

ア 自然界の多くの生物は，食べる・食べられるの関係でつながっ

ている。このつながりを何というか，書きなさい。 

イ 図２のＡに示すように，何らかの原因で草食動物の数量が急に

減少した場合，生物の数量はＢからＣへと変化し，やがてつり合

いが保たれた状態にもどる。図２のＣを完成させなさい。ただし，

答えは破線をなぞって書きなさい。 
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問３ 図は，太陽の前を通過する惑星と太陽の表面を天体望遠鏡で観察

し，スケッチしたものである。 

Ａは，直径が地球の約４割の惑星で，約 30 分後に太陽の前を通

り過ぎた。Ｂは太陽の表面にあり黒色で，少しずつ位置を変えなが

ら，約 10日後に見えなくなった。次のア，イに答えなさい。 

ア Ａの名称は何か，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書き

なさい。 

１ 火星 ２ 水星 ３ 木星 ４ 土星 

イ Ｂが黒色に見える理由を書きなさい。 
 

問４ 図は，示準化石であるボウスイチュウ（フズリナ）を含む
たい

堆
せき

積岩

の写真である。次のア，イに答えなさい。 

ア ボウスイチュウと同じ時代の示準化石はどの生物の化石か。次の

１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ サンヨウチュウ ２ ナウマンゾウ  

３ ビカリア ４ アンモナイト 

 

イ 示準化石として適しているのはどのような化石か。次の文の ① ， ② に入る適切な語を書きなさ

い。 

 ① い地域で， ② い期間栄えた生物の化石 

 

問１ 
ア  

イ  

問２ 

ア  

イ 

 

問３ 

ア  

イ  

問４ 

ア  

イ 
①   

②   
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問１ 
ア ｂ ｅ ｆ ｈ ｇ 

イ ３ 

問２ 

ア 食物連鎖 

イ 

 

問３ 

ア ２ 

イ まわりより温度が低いから。 

問４ 

ア １ 

イ 
① 広 

② 短 

 

問１ ア 刺激に対して，意識とは関係なく起こる反応を反射という。 

イ ３は意識して起こる運動である。 

問２ イ Ｂで肉食動物が減少するので，Ｃでは草食動物が増加する。草食動物が増加すると，植物は減少する。 

問３ ア 太陽の前を通過する惑星は，地球より内側の軌道を公転する水星と金星である。 

イ 太陽の表面の温度は約 6000℃，黒点の温度は約 4000℃である。 

問４ ア ボウスイチュウ(フズリナ)とサンヨウチュウは古生代の示準化石である。 
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【過去問 2】 

次の問１～問８の問いに答えなさい。 

（岩手県 2008 年度） 

問１ 次のア～エのうち，音について正しく述ベているものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

ア 音は真空中を伝わる。 

イ 音は液体の中を伝わる。 

ウ 音は気体の中を伝わらない。 

エ 音は固体の中を伝わらない。 

問２ 図Ⅰの回路の電熱線に加わる電圧を測定しようとしています。加わる電圧の大きさが予想できないとき

には，まず最初にクリップＡ，Ｂを，図Ⅱの電圧計の端子にそれぞれどのようにつなぎますか。下のア～

エのうちから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

問３ 次のア～エの水溶液は，それぞれ酸性かアルカリ性のどちらかを示します。これらを酸性かアルカリ性

に分けたとき，他の三つと異なるものはどれですか。ア～エのうちから一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

ア せっけん水 イ レモン水 ウ 炭酸水 エ 食酢 
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問４ 右の図のように，木炭（
びん

備
ちょう

長
たん

炭）に，こい食塩水でしめ

らせたろ紙を巻き，その上からアルミニウムはくを巻い

て，電子オルゴールをつなぐと鳴り始めました。その後，

数時間鳴り続け，実験後には，アルミニウムはくは，ぼろ

ぼろになっていました。次のア～エのうち，この実験につ

いて正しく述ベているものはどれですか。一つ選び，その

記号を書きなさい。  

ア 木炭に電流を流して，化学変化を起こさせる実験である。 

イ 木炭の化学変化を利用して，電気エネルギーをとり出す実験である。 

ウ アルミニウムはくに電流を流して，化学変化を起こさせる実験である。 

エ アルミニウムはくの化学変化を利用して，電気エネルギーをとり出す実験である。 

問５ 右の図は，ヒトの血液の循環の一部を表した模式図で，

矢印は，血液の流れる向きを示しています。図中のア～エ

のうち，静脈血が流れている動脈はどれですか。一つ選

び，その記号を書きなさい。 

問６ 次の文は，ジャガイモの生殖方法について述べたもので

す。下のア～エのうち，文中の（ ａ ），（ ｂ ）に入

ることばの組み合わせとして正しいものはどれですか。

一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ジャガイモは，種子から発芽してふえることもできるが，いもから芽を出してふえることもできる。

いもから芽を出してふえる方法を（ ａ ）生殖といい，子は親と（ ｂ ）形質になる。 

 ア イ ウ エ 

ａ 有性 有性 無性 無性 

ｂ 同じ 違う 同じ 違う 

問７ 地表の空気が上昇するとき，上昇する空気の温度と飽和水蒸気量はどのように変化しますか。その変化

について正しく述ベているものを，次のア～エのうちから一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 空気が上昇するほど温度は低くなり，飽和水蒸気量は小さくなる。 

イ 空気が上昇するほど温度は低くなり，飽和水蒸気量は大きくなる。 

ウ 空気が上昇するほど温度は高くなり，飽和水蒸気量は小さくなる。 

エ 空気が上昇するほど温度は高くなり，飽和水蒸気量は大きくなる。 
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問８ 右の図は，日本のある場所で，北の空と南の空に

それぞれカメラを向けて固定し，一定時間シャッ

ターを開放して星の動きを撮影した写真です。北

の空の星と南の空の星は，それぞれ図中のＡ，Ｂお

よびＣ，Ｄで示した矢印の方向のどちらに動きま

したか。次のア～エのうち，星の動いた方向の組み

合わせとして正しいものを一つ選び，その記号を

書きなさい。 

 

 

 ア イ ウ エ 

北の空 Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

南の空 Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ イ 

問２ ウ 

問３ ア 

問４ エ 

問５ エ 

問６ ウ 

問７ ア 

問８ イ 

 

問２ 電圧計の＋端子は，電源装置の＋極側につなぐ。電圧計の－端子は電圧の大きさが予測できないときは，最

も大きな電圧を測定できる 300Ｖの端子を選ぶ。 

問４ アルミニウムはくがぼろぼろになったことから，アルミニウムはくが変化したことがわかる。 

問５ 静脈血は二酸化炭素を多く含む血液で，静脈血が流れる血管はウとエである。動脈は心臓から出て行く血液

が流れる血管で，エとイである。 

問８ 地球の自転のため，星は北の空では北極星を中心に反時計回りに動き，南の空では東から西へ動く。 
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【過去問 3】 

次の会話は，太郎さんのクラスでブナの葉の化石について学んだときのようすです。これについて，下の問

１～問４の問いに答えなさい。 

（岩手県 2008 年度） 

先生： 右の図は，ブナの葉の化石の写真です。これを見て気づい

たことを発表してください。 

太郎： 葉の形がサクラと似ています。 

先生： そうですね。サクラとブナは葉の形だけでなく，①花がさ

き，果実をつけるという点でも共通しています。 

京子： ブナの葉の化石から当時の気候がわかると思います。  

先生： そのとおりです。ブナのような生息環境が限られている生物の化石は，その化石が見つかった地

層が
たい

堆
せき

積した当時の環境を教えてくれます。    ②    ことがわかります。他に，気づい

たことはありませんか。 

真一： そういえば，この化石と同じ形をした落ち葉を秋にたくさん見かけます。なぜ秋になると葉が落

ちるのですか。 

先生： 落葉の原因の一つに，気温の変化が考えられます。季節により気温が変化するのは，③一年をと

おして地表のあたたまり方に違いが生じるからです。 

恵子： 落ち葉は化石になるものもありますが，化石にならない葉はどうなるのでしょうか。 

先生： なるほど，よいところに気がつきましたね。地面に落ちてかれた葉のほとんどは，土中の消費者

が小さくしたり，ふんとして出したりします。④その葉やふんにふくまれる有機物は，ほかの生物に

よって変化して自然界を循環するのです。 

太郎： ブナの葉１枚からいろいろなことがわかるのですね。 

問１ 次のア～エのうち，下線部①の特徴から考えられるブナの種子と胚珠について述ベているものの組み合

わせとして正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

 種子 胚珠 

ア つくる 子房の中にある 

イ つくる むき出しになっている 

ウ つくらない 子房の中にある 

エ つくらない むき出しになっている 

問２ 次のア～エのうち，文中の  ②  にあてはまるものとして最も適当なものはどれですか。一つ選

び，その記号を書きなさい。 

ア このような化石を示相化石といい，当時は温帯の中のやや温暖な地域であった 

イ このような化石を示相化石といい，当時は温帯の中のやや寒冷な地域であった 

ウ このような化石を示準化石といい，当時は温帯の中のやや温暖な地域であった 

エ このような化石を示準化石といい，当時は温帯の中のやや寒冷な地域であった 
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問３ 次の文は，下線部③の理由を述べたものです。文中の（ ａ ），（ ｂ ）に入る最も適当なことばを

それぞれ書きなさい。 

地球が（ ａ ）を傾けたまま太陽のまわりを公転しているので，地球の公転軌道上の位置により，

太陽の（ ｂ ）高度や昼夜の長さが周期的に変化するから。 

問４ 下線部④について，有機物が自然界を循環するしくみを，生産者，分解者の二つのことばを使って，有

機物が何に変化するかを明らかにし，簡単に説明しなさい。 

 

問１  

問２  

問３ 
ａ  

ｂ  

問４  

 

問１ ア 

問２ イ 

問３ 
ａ 地軸 

ｂ 南中 

問４ 

例 

有機物が，分解者によって，二酸化炭素や水やそのほかの無機物に変化し，

生産者にとり入れられる。 

 

問２ ブナは，温帯の中のやや寒冷な地域で見られる。 

問３ 太陽の高度が 90°に近いほど，一定の面積の地表面が受ける太陽の熱は大きい。 
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【過去問 4】 

次の問１，問２の問いに答えなさい。 

（宮城県 2008 年度） 

問１ 次の⑴～⑶の問いについて，それぞれア～エから最も適切なものを１つ選び，記号で答えなさい。 

⑴ そりが雪の斜面を下るとき，速さがだんだんはやくなるにつれて，小さくなるエネルギーはどれです

か。 

ア 位置エネルギー イ 光エネルギー ウ 音エネルギー エ 運動エネルギー 

⑵ 10cm3の水がすべて氷に変化すると，氷の体積はおよそ何 cm3になりますか。 

ア ８cm3 イ ９cm3 ウ 10cm3 エ 11cm3 

⑶ まわりの温度が下がっても，体温をほぼ一定に保つことができる動物はどれですか。 

ア アユ イ ヘビ ウ カラス エ カエル 

問２ 宮城県内において，１月 20日の午後９時に星座を観察しました。次の⑴，⑵の問いに答えなさい。 

⑴ このとき南の空に見えた代表的な星座を，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア カシオペヤ座 イ さそり座 ウ しし座 エ オリオン座 

⑵ このとき南の空に見えた星座を，毎日同じ時刻に観察していくと，星座の位置は，東，西のどちらの方

位へ，１日に約何度ずつ移動しますか。 

 

問１ 

⑴   

⑵   

⑶   

問２ 
⑴   

⑵ (         ) へ約 (        )度 

 

問１ 

⑴ ア 

⑵ エ 

⑶ ウ 

問２ 
⑴ エ 

⑵ (  西  ) へ約 (  １  ) 度 

 

問１ ⑴ 位置エネルギーは高さがもつエネルギーである。斜面を下るとき，高さはだんだん低くなり，位置エネル

ギーは運動エネルギーに移り変わるので，運動エネルギーはだんだん大きくなる。 

⑵ 水が氷になると体積が大きくなるので，10cm3より大きいものを選ぶ。 

⑶ 体温をほぼ一定に保つことができるのは，ホニュウ類と鳥類である。カラスは鳥類である。アユは魚類，

ヘビはハチュウ類，カエルは両生類である。 

問２ ⑴ オリオン座は冬の代表的な星座である。オリオン座は 12月 20日ごろの真夜中に南中する。カシオペヤ座

は北の空に見える星座である。さそり座は夏の星座である。しし座は春の星座である。 

⑵ 地球の公転のため，同じ時刻に見える星座の位置は１日に１度，１か月に 30度の割合で東から西へ移動す

る。 
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【過去問 5】 

次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（秋田県 2008 年度） 

問１ 砂糖をふくむ寒天溶液を固めたものに，ホウセンカの花粉を散布した。約 10分後に染色し，顕微鏡で観

察したところ，図１のように花粉管の中に精細胞が見えた。 

① この寒天溶液を固めたものは，ホウセンカの花のある部分のかわり

として用いている。その部分は次のどれか，一つ選んで記号を書きな

さい。 

ア 花びら イ やく ウ 柱頭 エ 子房 

② 精細胞と卵細胞が受精してできる受精卵は，細胞分裂をくり返した

あと，種子の一部分になる。その部分を何というか，名称を書きなさ

い。 

 

問２ 図２は，春分，夏至，秋分，冬至のいずれかの日に，太陽の光が地

球に当たっているようすを表した模式図である。 

① 図２は，どの日のようすを表したものか，書きなさい。 

② 秋田県内で，次のア～エを観察した場合，１年を周期として変化す

るものはどれか，二つ選んで記号を書きなさい。 

ア 太陽の南中高度 イ 真夜中に天頂に見える星座 

ウ 太陽の黒点のようす エ 日没時に金星が見える方向  

問３ 図３のように，塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを混ぜて加熱

し，特有のにおいのある気体Ｘを試験管Ｙに集めた。試験管Ｙの口に，

水でぬらした赤色リトマス紙を近づけたところ，青色に変化した。 

① 気体Ｘは次のどれか，一つ選んで記号を書きなさい。 

ア 水素 イ 酸素 ウ 塩素 エ アンモニア 

② 図３のような方法で集めることができる気体に共通した性質を，

「密度」という語句を用いて書きなさい。 
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問４ 図４は，二つのおんさＡ，Ｂの音のようすをコンピュータの

画面に表示したものである。 

① Ａの音の振幅を表しているものは矢印ア～エのどれか，一つ

選んで記号を書きなさい。 

② Ｂの音は，Ａの音と比べてどんな高さの音か，次から一つ選

んで記号を書きなさい。また，そのように音の高さを判断した

理由を書きなさい。 

ア 低い音 イ 高い音 ウ 同じ高さの音 

 

 

問１ 
①  

②  

問２ 
①  

②   

問３ 
①  

②  

問４ 

①   

② 

記号   

理由  

 

問１ 
① ウ 

② 胚 

問２ 
① 冬至 

② ア イ 

問３ 
① エ 

② 例  空気より密度が小さい 

問４ 

① ア 

② 

記号 イ 

理由 
例 

一定時間に振動する回数が多いから 

 

問１ ① 寒天溶液に砂糖をふくむのは，花粉管が発芽するための養分にするためである。 

 ② 胚は，種子が発芽して植物に育つ部分である。多くの種子で，胚は種子の一部であり，種子の大部分は発

芽のための養分をたくわえる部分である。 

問２ ① 北極が，太陽と反対の向きに傾いている。この日は，北半球で太陽の光が当たる時間の割合が最も少なく

なる日であるから，冬至である。 
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 ② 太陽の南中高度は，夏至に最も高くなり，冬至に最も低くなる。真夜中に天頂に見える星座は，１か月に

30°の割合で，東から西へ移動する。 

問３ ② アンモニアは，空気より軽いので上方置換で集めることができる。ただし，水に溶けにくい気体の場合は，

水上置換で集めるようにする。アンモニアは非常によく水に溶けるので，水上置換で集めることはできない。 

問４ ② 音の高さが高いほど，一定時間に振動する回数(振動数)は多くなる。また，音の大きさが大きいほど，振

幅が大きくなる。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2008 年度 

13 

【過去問 6】 

恵子さんは，季節による太陽の１日の動きの違いを調べるために，山形県内のある場所で，夏至に近い日

（１回目）と秋分に近い日（２回目）に，図１のようにして，太陽の動きを観測した。なお，図１で，厚紙に

は，透明半球と同じ直径の円と，その円の中心で直角に交わる２本の直線がかいてあり，厚紙は，方位を正しく

合わせて水平に置いてある。また，透明半球は，ふちが厚紙にかいてある円に重なるようにして置いてある。次

の問いに答えなさい。 

（山形県 2008 年度） 

問１ 次は，図１のようにして，透明半球の表面に，太陽の位置を正

確に記録するためのしるしのつけ方について述べたものである。   

にあてはまる言葉を書きなさい。 

サインペンの先の影の位置が       ようにして，し

るしをつける。 

 
 

問２ 図２は，１回目に記録したしるしをなめらかな線で結び，さら

に，その線を太陽の動きを予測しながら，透明半球のふちまでの

ばしてかいた様子を表した模式図である。午前８時 40 分と午前

９時 40 分に記録したしるしの間の線の長さをはかったところ，

2.5cm であった。また，透明半球のふちまでのばしてかいた線の

全長は 37cmであった。この結果から推測される，１回目に太陽の

動きを観測した場所での，日の出から日の入りまでの時間に最も

近いものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

 

ア 約 12時間 イ 約 13時間 ウ 約 14時間 エ 約 15時間 

問３ ２回目の観測でも，１回目に記録した透明半球を用いて太陽の位置を記録し，１回目と同じようにし

て，線を透明半球のふちまでのばしてかいた。１回目と２回目に記録した結果を表している模式図として

最も適切なものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 
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問４ 図３は，冬至の日の，地球に対する太陽の光の当たり方を表

した模式図である。地軸は，公転面に対して垂直な方向から

23.4°かたむいているとして，次の問いに答えなさい。 

⑴ 冬至の日に，北緯 38.4°の地点で観測される太陽の南中高

度は何度か，求めなさい。 

⑵ 冬至の日に，北極では太陽の１日の動きを観測することが

できないのはなぜか。その理由を簡潔に書きなさい。 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 
⑴  

⑵  

 

問１ 例 円の中心にくる 

問２ エ 

問３ イ 

問４ 
⑴ 28.2° 

⑵ 例 太陽が一日中のぼらないから。 

 

問２ 太陽は１時間（60分間）に 2.5cmの割合で動くので，37cm動くのに x分間かかるとすると，60：2.5＝x：37，

x＝888，888[分]＝14[時間]48[分]である。 

問３ 秋分の日に，太陽は真東から昇り真西に沈む。透明半球を太陽の通り道で切った切り口は平行である。 

問４ ⑴ 冬至の日の太陽の南中高度[°]＝90[°]－北緯[°]－23.4[°]であるから，90[°]－38.4[°]－23.4[°]

＝28.2[°]である。 
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【過去問 7】 

図１は，福島県内にある北緯

37.0°の地点Ｏから見た天球を表し

たものであり，太線は，夏至の日に太

陽が通る道筋を示している。図２は，

夏至の日に太陽の光が地球に当たっ

ているようすを表したものである。

次の問１～問３の問いに答えなさ

い。 
 

ただし，地球の地軸の傾きは，図２のように公転面に対して垂直な方向から 23.4°とする。 

（福島県 2008 年度） 

問１ 次の文の中の①，②にあてはまるものは何か。①はア，イから，②はア～ウの中からそれぞれ１つずつ

選びなさい。 

北極の上空から見て，地球は①｛ア 時計回り，イ 反時計回り｝に自転している。そのため，日本

の標準時を決める子午線より東にある地点Ｏでは，太陽が南中する時刻は，②｛ア 正午より早くなる，

イ 正午になる，ウ 正午より遅くなる｝。 

問２ 地点Ｏにおける夏至の日の太陽の南中高度は何度か。求めなさい。また，夏至の日と冬至の日の太陽の

南中高度の差は何度か。求めなさい。 

問３ 地点Ｏと同じ経線上にあり，地点Ｏの北に位置している地点Ｐがある。この地点Ｐにおける夏至の日の

太陽の南中高度は 71.9°であった。地点Ｐは地点Ｏからどのくらい離れているか。地点Ｏと地点Ｐの間の

経線の長さを求めなさい。 

ただし，地点Ｏ，Ｐを通る経線で地球を切ったときの切り口は円であるものとし，その円周の長さは

40000kmとする。 

 

問１ 
①   

②   

問２ 
南中高度   度 

南中高度の差   度 

問３   km 

 

問１ 
① イ 

② ア 

問２ 
南中高度 76.4 度 

南中高度の差 46.8 度 

問３ 500 km 
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問２ ｢夏至の太陽の南中高度[°]＝90[°]－北緯[°]＋23.4[°]」であるから，90[°]－37.0[°]＋23.4[°]＝

76.4[°]である。南中高度の差は，緯度に関係なく 46.8°である。 

問３ 地点Ｐの北緯を x°とすると，90－x＋23.4＝71.9，x＝41.5である。弧の長さは中心角に比例するので， 

40000[km]×
41.5[°]－37[°]

360[°]
 ＝500[km]である。 
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【過去問 8】 

次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（茨城県 2008 年度） 

問１ 図は，自然界における
しょく

食
もつ

物
れん

連
さ

鎖を表している。図を参考にして，次の文中の あ ～ え にあては

まる語の組み合わせとして正しいものを下のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

 

すべての生物は，食べる・食べられるという関係（食物連鎖）でつながっている。今，何らかの原因で植

物がふえると，それを食べるシマウマ（草食動物）が あ 。シマウマが あ と植物は食べられて い 。

シマウマが あ とシマウマを食べるライオン（肉食動物）は う 。やがて植物が少なくなって，シマウ

マは え 。さらに，それを食べるライオンも え 。このように，食物連鎖でつながれた生物の間では，

数のつり合いが保たれている。 

 あ い う え 

ア へ る へ る ふえる ふえる 

イ ふえる へ る ふえる へ る 

ウ へ る ふえる ふえる へ る 

エ ふえる へ る へ る ふえる 

問２ うすい塩酸にマグネシウムリボンを入れたときに，発生する気体の性質はどれか。正しいものを次のア

～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 酸素が混ざると，火にふれたときはげしく爆発して燃える。 

イ 石灰水を白く濁らせる。 

ウ 水でしめらせたリトマス紙を，赤色から青色に変える。 

エ 水でしめらせたリトマス紙を，青色から赤色に変える。 
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問３ 金星は，真夜中に観測することはできない。その理由として正しいものを次のア～エの中から一つ選ん

で，その記号を書きなさい。 

ア 小さすぎて肉眼では見えないから。 

イ 他の
わく

惑
せい

星に比べると，非常に遠い距離にあるから。 

ウ 地球のまわりを公転する
えい

衛
せい

星であるから。 

エ 地球の内側を公転し，常に太陽に近い方向に見えるから。 

問４ ２種類の
おん

音さＡとＢをたたいたら，音さＡの方が高い音が出た。音さＡとＢについて，正しいものを次

のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 音さＡの方がＢより，
しん

振
どう

動
すう

数（１秒間に振動する回数）は大きい。 

イ 音さＡの方がＢより，振動数（１秒間に振動する回数）は小さい。 

ウ 音さＡの方がＢより，
しん

振
ぷく

幅（振動の
はば

幅）は大きい。 

エ 音さＡの方がＢより，振幅（振動の幅）は小さい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ イ 

問２ ア 

問３ エ 

問４ ア 

 

問１ 食物連鎖の中で，ある短い期間では，生物の数は増減するが，長い期間では，生物の数はほぼ一定であり，

数のつり合いが保たれている。 

問２ うすい塩酸にマグネシウムを入れると，水素が発生する。 

問３ 水星と金星は地球の内側を公転しているため，太陽からある角度以上はなれず，真夜中に観測することはで

きない。 
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【過去問 9】 

天体の動きを調べるために，次の⑴，⑵，⑶の観察や調査を行った。 

⑴ ある年の４月１日と５月１日に西の空を観察した。図１は，それぞれの日の午後９時における，オリ

オン座のベテルギウスと金星の位置を記録したものである。 

⑵ 天体望遠鏡で観察したところ，ベテルギウスは４月１日，５月１日とも小さな点にしか見えなかった

が，金星は４月１日と５月１日では，見かけの大きさと形が異なって見えた。 

⑶ コンピュータで太陽，金星，地球の位置を調べた。図２は，地球の北極のはるか上方から見た，４月

１日における太陽，金星，地球の位置関係を模式的に表したものである。 

 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４の問いに答えなさい。 

（栃木県 2008 年度） 

問１ 次の   内の文は，⑴における星の位置の変化についてまとめたものである。ａ，ｂ，ｃに当てはま

る語の組み合わせとして正しいものはどれか。 

ベテルギウスの位置が変化するのは，地球が（ ａ ）して

いるからである。また，金星の位置の変化がベテルギウスの位

置の変化と異なるのは，ベテルギウスが（ ｂ ）であるのに

対して，金星は（ ｃ ）であり，地球と同じように（ ａ ）

しているからである。 

  ａ ｂ ｃ 

ア 自転 恒星 惑星 

イ 自転 惑星 恒星 

ウ 公転 恒星 惑星 

エ 公転 惑星 恒星 

問２ ５月１日に，ベテルギウスが４月１日午後９時と同じ位置に見えるのは何時頃か。 

ア 午後７時頃 イ 午後８時頃 ウ 午後 10時頃 エ 午後 11時頃 

問３ ⑵において，ベテルギウスが小さな点にしか見えなかった理由を簡潔に書きなさい。 
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問４ 図３は，⑵において４月１日に観察された金星の見かけの大きさと形を表している。５月１日の金星の

見かけの大きさと形を表したものはどれか。ただし，４月１日，５月１日とも同じ倍率の天体望遠鏡で観

察したものとする。 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ウ 

問２ ア 

問３ 
例 

ベテルギウスははるか遠くにあるから。 

問４ イ 

 

問１ 天体が同じ時刻に見える位置は，地球の公転のため１か月に 30°の割合で東から西へずれていく。これを年

周運動という。 

問２ 天体が同じ位置に見える時刻は，年周運動により１か月に２時間の割合で早くなる。 

問４ 金星は地球に近づくと，三日月の形に見える。また，見かけの大きさは大きくなる。 
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【過去問 10】 

次の問１～問８の問いに答えなさい。 

（群馬県 2008 年度） 

問１ 植物は，太陽の光を受けて養分をつくっている。このはたらきを何というか，書きなさい。 

問２ 右の図は，ヒトの目の断面を模式的に示したものである。外か

ら入ってくる光の量を調節している部分を，図中のア～エから１

つ選びなさい。 

 

問３ 右の図は，火山の断面を模式的に示したものである。次の文の ① ， ② のそれぞれに当てはまる

語または語句の組合せとして最も適切なものを，下のア～エから選びなさい。 

Ａの火山では，Ｂの火山に比べて，マグマのねばりけが 

 ① ので， ② 噴火をする。 

 

ア [① 強い ② 爆発的な] イ [① 強い ② 穏やかに溶岩を流し出す］ 

ウ [① 弱い ② 爆発的な] エ [① 弱い ② 穏やかに溶岩を流し出す］ 

問４ 右の図は，地球が公転しているようすを模式的に示したもの

である。３月 20日の地球の位置に最も近いものを，図中のア～

エから選びなさい。 

 

問５ 純粋な物質ごとにそれぞれ決まっている，固体から液体に変わるときの温度を何というか，書きなさ

い。 

問６ 次のア～エから，単体を１つ選びなさい。 

ア アルミニウム イ アンモニア ウ 砂糖 エ 水 

問７ 図のＡとア～エは，それぞれある「おんさ」をたたいたときに

出た音のようす（波形）を，コンピュータを使って表示したもの

である。Ａで示された音より高い音の波形を，ア～エから１つ選

びなさい。 
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問８ 右の図のように，水平な台の上に１辺の長さが 0.2ｍ

で，質量が 400ｇの立方体の形をした物体を置いたとき，

台が物体から受ける圧力の大きさはいくらか，書きなさ

い。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎ

とする。  

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ 光合成 

問２ ア 

問３ エ 

問４ エ 

問５ 融点 

問６ ア 

問７ ウ 

問８ 100Pa(100Ｎ/㎡) 

 

問１ 太陽の光を受けて，植物は細胞内の葉緑体で二酸化炭素と水からデンプンをつくる。 

問２ 目に入る光の量を調節するのは，こうさいである。 

問３ 火山の形や噴火のようすは，マグマのねばりけが弱いか強いかによって決まる。 

問４ ３月 20日は春分の日である。アは，北極が太陽の向きに傾いているので夏至である。したがって，ア～エは，

それぞれ夏至，秋分，冬至，春分である。 

問６ 単体は，１種類の原子だけでできている物質である。 

問７ 高い音は振動数が多い。コンピュータで波形を観察すると，高い音は波の数が多い。 

問８ 「圧力[Pa]＝力の大きさ[Ｎ]÷力を受ける面積[㎡]」，立方体にはたらく重力の大きさは４Ｎであるから，４

[Ｎ]÷0.04[m2]＝100[Pa]である。 
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【過去問 11】 

千葉県のある学校で，太陽の１日の動きを調べるため，２月のある日に観察１を行った。また，地球への太

陽の光のあたり方が，季節によって変化することを学習するため，観察２を行った。これに関して，あとの問１

～問４の問いに答えなさい。 

（千葉県 2008 年度） 

観察１ (２月のある日) 

 ① 図１のように，水平に置いた厚紙に透明半球と同じ直径の円をかいたあと，中心の点０をとおり

直角に交わる線ＡＣと線ＢＤを引いた。方位磁針を使って線ＡＣを南北に合わせ，円の上に透明半

球を置いた。 

 ② 太陽の位置を午前９時から午後４時まで１時間おきに，サインペンで点(・)をつけて記録した。

その点をなめらかな線で結んで透明半球のふちまでのばし，厚紙との交点を点Ｐ，点Ｑとした。ま

た，太陽がもっとも高くのぼったときの位置に印( ○ )をつけて，点Ｒとした。 

 ③ 巻き尺で測定したところ，透明半球上の点Ａから点Ｒまでの長さは 8㎝であった。また，弧ＡＢ

Ｃの長さは 32㎝であった。 

 ④ 図２のように，薄い紙テープを透明半球にあて，記録した点を写しとり，点Ｐ，点Ｑで紙テープ

を切りとった。図３は，その紙テープの記録である。 

 

観察２ ① 先生は，図４を用いて，季節によって太陽の南中高度が変化することを説明した。 

 ② 図５のように，先生は，教室を暗くし光源装置の光を地球の模型にあて，春，夏，秋，冬に太陽

が南中したときの地球のようすを再現した。 

   生徒は，大型テレビに映し出された地球の模型を観察した。 
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問１ 次の文は，透明半球にサインペンで太陽の位置を正しく記録する方法を説明したものである。文中の   

に入るものはどれか。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

サインペンの先を透明半球に沿って動かし，サインペンの
せん

先
たん

端の影が図１の   に重なるように，

透明半球上に太陽の位置を記録する。 

ア 点Ａ イ 点Ｃ ウ 点０ エ 弧ＢＣＤ 

問２ 観察１で，この日の南中高度はいくらか。単位をつけて書きなさい。 

問３ 春分の日に，同じ透明半球を使い観察１を行った。春分の日の紙テープの長さと１時間ごとの(・)の間

隔は，図３の２月のある日の紙テープと比べてどうなっているか。ア～エのうちから最も適当なものを一

つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 紙テープの長さは長く，(・)の間隔も長い。 

イ 紙テープの長さは長く，(・)の間隔は同じ。 

ウ 紙テープの長さは同じで，(・)の間隔も同じ。 

エ 紙テープの長さは同じで，(・)の間隔は長い。 

問４ 観察２の②で，大型テレビに映し出された，夏（夏至の日）と秋（秋分の日）に，日本で太陽が南中し

たときのようすを表す地球の模型はどれか。ア～エのうちから適当なものを一つずつ選び，その符号を書

きなさい。 

 
 

問１  

問２  

問３  

問４ 
夏至の日   

秋分の日   

 

問１ ウ 

問２ 45° 

問３ ア 

問４ 
夏至の日 イ 

秋分の日 エ 
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問２ 中心角と弧の長さは比例する。弧ＡＢＣに対する中心角は 180°であるから，南中高度を x°とすると，180：

x＝32：８，x＝45[°]である。 

問３ 春分の日の方が，昼の長さは長い。太陽が１時間に動く角度は等しいが，春分の日の方が，半径の大きな円

上を動く。 
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【過去問 12】 

生徒と先生の会話文１，２を読み，次の各問に答えよ。 

（東京都 2008 年度） 

会話文１ 

生徒 「昨日，アルミホイルの
しん

芯とトイレットペーパーの芯の
かみ

紙
づつ

筒を耳に当てて遊んでいたら，音の聞こえ方

に違いがありました。長い
つつ

筒を耳に当てたときには低い音が聞こえ，短い筒を耳に当てたときには高い

音が聞こえるように感じました。これはなぜですか。」 

先生 「おもしろいことに気がつきましたね。音は波として伝わります。」 

生徒 「音を出す物体の振動の幅が大きいほど大きな音になり，音を出す物体が同じ時間に振動する回数が多

いほど  Ａ  のでしたね。」 

先生 「試験管などの細いガラス管の口の部分を吹くと音がしますが，ガラス管に水を入れてガラス管内部の

空気が振動する部分を短くすると高い音が出て，水を減らして空気が振動する部分を長くすると低い音

になります。」 

生徒 「それで，長い紙筒では低い音が耳に届いたのですね。笛などの楽器も同じようになっているのです

ね。耳にはこの筒のようなしくみはあるのですか。」 

先生 「耳にはうずまき管とよばれる管状の構造をもつ部分があり，高い音の刺激が伝わったときにはたらく

細胞と，低い音が伝わったときにはたらく細胞があります。」 

生徒 「音を感じるのは，脳のはたらきによると学習しました。」 

先生 「音の刺激が耳に届くと，うずまき管にある細胞のはたらきにより刺激が信号に変えられます。この信

号が神経を通して脳に伝えられ，音としてとらえられるのです。」 

生徒 「わかりました。①私たちは目や耳などのような  Ｂ  器官で受け取った刺激をもとに脳で情報を処

理し，反応を起こすことができるのですね。」 

問１  Ａ  にあてはまるものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 音が伝わる速さが速くなる 

イ 音が伝わる速さが遅くなる 

ウ 高い音が出る 

エ 低い音が出る 

問２  Ｂ  にあてはまる語句を書け。また，下線部①について，脳で情報を処理し筋肉がはたらくまでの

経路を示したものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 脳→せきずい→運動神経→筋肉 

イ 脳→骨ずい→運動神経→筋肉 

ウ 脳→せきずい→筋肉 

エ 脳→骨ずい→筋肉 
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会話文２ 

生徒 「先週の星空観察会は感動的でした。満天の星空でしたね。ところで，星によって色が異なるのは，な

ぜですか。」 

先生 「いいところに気がつきましたね。星は表面の温度によって異なった色に見えます。赤く見える星は比

較的温度が低く，青白く見える星は温度が高いのですよ。」 

生徒 「なるほど，太陽以外の  Ｃ  のように，みずから光を放つ星の色は，星の表面の温度に関係してい

るのですね。ということは，火星は赤く見えるから表面の温度が低いのですか。」 

先生 「いいえ，違います。火星は Ｃ ではありません。」 

生徒 「では，なぜ，火星は赤く見えるのですか。」 

先生 「それは，光の反射によるものなのです。身近な例で考えてみましょう。太陽の光が空気中の水滴で屈

折して
にじ

虹ができることがありますね。このことから，太陽の光にはさまざまな色の光がふくまれている

ことがわかります。私の服が青色に見えるのは，太陽の光のうち，青い光を反射しているためです。」 

生徒 「火星が赤く見えるのは，太陽の光のうち赤い光を反射しているためなのですね。」 

先生 「そのとおりです。火星の表面をおおう岩石には鉄が多くふくまれているといわれています。その鉄が

さびて酸化鉄になって赤い光を反射しているのです。」 

生徒 「それで火星は赤く見えるのですね。地球の岩石にも鉄はふくまれているのですか。」 

先生 「ふくまれているものがあります。昔から，岩石にふくまれる②酸化鉄に，酸素と結びつきやすい炭素

を混ぜて加熱して反応させ，酸化鉄から酸素を取り除いて鉄を取り出していたことを知っていました

か。」 

生徒 「はい。聞いたことがあります。では，どんな方法で取り出していたのか調べてみます。」 

問３  Ｃ にあてはまる語句と，この星のようにみずから光を放つ星についての説明を組み合わせたものと

して適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

  Ｃ にあてはまる語句 みずから光を放つ星についての説明 

ア すい星 
太陽のまわりのだ円軌道を公転している。ほうき星ともいわれ，太陽に近づ

くと長い尾を見せる。 

イ すい星 
互いの位置を変えないので，星座をつくる星になっている。太陽のまわりを

公転する星と比べ地球から非常に遠距離にある。 

ウ 恒星 
太陽のまわりのだ円軌道を公転している。ほうき星ともいわれ，太陽に近づ

くと長い尾を見せる。 

エ 恒星 
互いの位置を変えないので，星座をつくる星になっている。太陽のまわりを

公転する星と比べ地球から非常に遠距離にある。 

問４ 下線部②のように，酸化物から酸素がうばわれる化学変化を何というか。 
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問１  

問２ 
語句   

記号   

問３  

問４  

 

問１ ウ 

問２ 
語句 感覚 

記号 ア 

問３ エ 

問４ 還元 

 

問２ 目の奥にある網膜には，光の刺激を受けとる細胞がある。耳では，鼓膜が音によって振動すると，耳小骨が

鼓膜の振動をうずまき管に伝える。 

問３ 太陽のように，みずから光を放つ星を恒星という。地球や火星のように，恒星のまわりを公転する星を惑星

という。 

問４ 酸化鉄と炭素を混ぜて加熱すると，炭素は酸化鉄の酸素をうばい，鉄を取り出すことができる。 
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【過去問 13】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2008 年度） 

問１ Ｋさんは，地層が地表に現れている場所が家の近くにあることを知り，地層のつくりを調べるため，野

外観察を行った。 

(ⅰ) 次のＡ～Ｃの観察手順を正しく並べたものとして最も適するものを，あとの１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。 

Ａ 化石があるか調べ，見つかったらそのときのようすを記録し，必要最小限の量だけ採集する。 

Ｂ 地層全体のようすを観察し，おおまかに地層全体をスケッチする。 

Ｃ 地層に近づいて，それぞれの地層をくわしく観察し，層の色や厚さ，層をつくる粒の大きさなどを調

べて記録する。 

１ Ｃ－Ａ－Ｂ ２ Ｃ－Ｂ－Ａ ３ Ｂ－Ｃ－Ａ ４ Ｂ－Ａ－Ｃ 

(ⅱ) Ｋさんは，他の場所との地層のつながりや重なり

方を
ひ

比
かく

較するために，観察した地層をもとに右の図

を作成した。このような，地層の重なりを１本の柱

のように表した図を何というか。漢字３字で書きな

さい。 

 

問２ 下の   は，12月 10日午後８時から２時間ごとにカシオペア座の位置を観察したときの記録であ

る。この観察結果と，それをもとにした考察に関して最も適するものを，あとの１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。ただし，観察時刻は省略してある。 
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１ カシオペア座が星Ｘを中心に時計回りに移動して見えたのは，地球が自転しているためである。 

２ カシオペア座が星Ｘを中心に時計回りに移動して見えたのは，地球が公転しているためである。 

３ カシオペア座が星Ｘを中心に反時計回りに移動して見えたのは，地球が自転しているためである。 

４ カシオペア座が星Ｘを中心に反時計回りに移動して見えたのは，地球が公転しているためである。 

 

問１ 
(ⅰ)  

(ⅱ)  

問２  

 

問１ 
(ⅰ) ３ 

(ⅱ) 柱状図 

問２ ３ 

 

問２ 星Ｘは北極星である。地球の自転のため，北の空の天体は，北極星あたりを中心に反時計回りに１時間に 15°

の割合で動いているように見える。 
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【過去問 14】 

右の図は，春分，
げ

夏
し

至，秋分，
とう

冬
じ

至のときの太陽，地

球および，おもな星座の位置関係を模式的に表したもので

ある。図のＡ～Ｄは，地球の位置を示す符号であり，また，

公転面の矢印は地球の公転の向きを示している。このこと

に関して，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（新潟県 2008 年度） 

問１ 日本で冬至となる日は，地球がどの位置のとき

か。図中のＡ～Ｄから一つ選び，その符号を書きな

さい。  

 

問２ 地球の自転の向きは，図のＢの地軸のまわりに

示した矢印Ｘ，Ｙのどちらか。また，日本のある地

点で，南の空に見える星は，時間とともにどのよう

に移動するか。自転の向き，南の空に見える星の移

動として，最も適当な組合せを，右のア～エから一

つ選び，その符号を書きなさい。 

 

 自転の向き 南の空に見える星の移動 

ア Ｘ 東から西へ移動する 

イ Ｘ 西から東へ移動する 

ウ Ｙ 東から西へ移動する 

エ Ｙ 西から東へ移動する 

   

問３ 地球が図のＢの位置にあるとき，日本のある地点で，日没後まもない時刻に東の空の地平線近くに見ら

れる星座として，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア いて座 イ うお座 ウ ふたご座 エ おとめ座 

問４ 日本のある地点で，真夜中の１時に，南の空にふたご座が見えた。３か月後の同じ時刻に，南の空に見

られる星座として，最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア いて座 イ うお座 ウ ふたご座 エ おとめ座 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ Ｃ 

問２ ウ 

問３ イ 

問４ エ 

 

問１ 地球が図のＣの位置にあるとき，北半球では冬至であり，北極では一日中太陽が見られない。 

問３ 地球が図のＢの位置にあるとき，日没直後は南の空にいて座が，東の地平線近くにうお座が見られる。 

問４ 日本で真夜中にふたご座が南中するのは，地球が図のＣの位置にあるときで，このとき，東の地平線近くに
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おとめ座が見られる。同じ時刻に見える星座は１か月に 30°ずつ東から西へ移動していく。３か月後には 90°

移動するので，おとめ座が南の空に見える。 
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【過去問 15】 

図１のア～ウの線は，それぞれ，富山県内のある場所における，春分，夏至，秋分，冬至の日のいずれかの

太陽の動きを透明半球上で表したものである。図２は，春分，夏至，秋分，冬至における，太陽と地球および黄

道付近にある星座の位置関係を模式的に示したものである。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2008 年度） 

 

問１ 図１において，東の方位（方角）を表すのはＡ～Ｄのうちのどれか，１つ選び，記号で答えなさい。 

問２ 図１のウのように太陽が動くころ，真夜中の午前０時ごろに南の空にさそり座が見えた。このときの地

球の位置を図２のＥ～Ｈから１つ選び，記号で答えなさい。 

問３ 地球が図２のＥ～Ｈのいずれかの位置にあるとき，日没直後の東の空にみずがめ座が見えた。この日の

太陽の動きを図１のア～ウから１つ選び，記号で答えなさい。また，この日から３か月後，真夜中の午前

０時ごろにしし座が見えるのはどの方位（方角）の空か。東，西，南，北で答えなさい。 

問４ 右の図３は，太陽からの光に対する地球の状態を示した模式

図である。図のＰ点における太陽の南中高度を，例にならって

表しなさい。 
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問１  

問２  

問３ 
記号  

方位  

問４ 

 

 

問１ Ｂ 

問２ Ｆ 

問３ 
記号 イ 

方位 東 

問４ 

 

 

問１ 太陽の高度が最も高くなるのは，太陽が真南にきたときであるから南はＡである。透明半球の中心から南を

向いて，左手の方角が東である。 

問２ ウは夏至の日の太陽の動きである。地球の真夜中は太陽の反対側であるから，太陽の反対側にさそり座があ

るのはＦである。 

問３ 地球を北極の真上から見たとき，昼と夜の境界線が日の出，または日没である。地球の自転から考えて，夜

から昼に変わるのが日の出，昼から夜に変わるのが日没である。地球は西から東へ自転しているので，地球上の

ある地点で自転の向きが東である。よって，日没直後の東の空にみずがめ座が見えるのは，地球がＧの位置にあ

るときである。Ｆの位置が夏至であるから，Ｇの位置は秋分の日である。図１で，秋分の日の太陽の動きはイで

ある。また，３か月後の地球の位置はＨである。 

問４ Ｐ点の接線が，Ｐ点の地平面を表す。南中高度は，太陽の光と地平面のつくる角である。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2008 年度 

35 

【過去問 16】 

以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2008 年度） 

問１ 図１は，ヒトの血液循環の道すじを模式的に表したものである。

図中の矢印は血液の流れる向きを示している。これをもとに，次の

⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 図のａ～ｅのうち，食物から吸収されたブドウ糖やアミノ酸など

を最も多く含む血液が流れている血管はどれか，適切なものを１つ

選び，その符号を書きなさい。 

⑵ 図のｆには酸素を最も多く含む血液が流れている。器官Ａは何

か，その名称を書きなさい。  

問２ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱して，特有

のにおいのする気体Ａをつくった。気体Ａを丸底フラスコに入れ，

図２のような装置をつくり，水の入ったスポイトを押すと，フラス

コ内にビーカーの水が噴水のように流入した。これをもとに，次の

⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 気体Ａは何か，その名称を書きなさい。 

⑵ 下線部の現象が起こったのは，気体Ａにどのような性質があるか

らか，書きなさい。 
 

問３ 図３の回路でスイッチを入れると，電流計ａと電流計ｂの測定値

はどのように変化するか，次のア～エから適切なものを１つ選び，

その符号を書きなさい。 

ア 電流計ａと電流計ｂの測定値は，ともに変わらない。 

イ 電流計ａの測定値は小さくなるが，電流計ｂの測定値は変わらな

い。 

ウ 電流計ａの測定値は大きくなるが，電流計ｂの測定値は変わらな

い。 

エ 電流計ａの測定値は変わらないが，電流計ｂの測定値は小さくな

る。 
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問４ 図４の透明半球を使って，県内のある地点で太陽の動きを調べ

た。１時間おきに，サインペンの先端の影が透明半球の中心Ｏに一

致するように，透明半球上に印をつけ，これらの印をなめらかな曲

線で結んだところ，図４のような観察記録が得られた。これをもと

に，次の⑴，⑵に答えなさい。  

⑴ この観察を行った日はいつ頃か。次のア～エから適切なものを１つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ３月下旬 イ ６月下旬 ウ ８月下旬 エ 12月下旬 

⑵ 太陽の日周運動から考えると，∠ＡＯＢは何度になるか，書きなさい。 

 

問１ 
⑴  

⑵  

問２ 
⑴  

⑵  

問３  

問４ 
⑴  

⑵   度 

 

問１ 
⑴ ｄ 

⑵ 肺 

問２ 
⑴ アンモニア 

⑵ 水に非常に溶けやすい性質 

問３ ウ 

問４ 
⑴ ア 

⑵ 45 度 

 

問１ ⑴ 小腸で栄養分を吸収するので，栄養分は小腸から出てくる血液中に最も多く含まれている。 

問２ ⑴ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱したとき，発生する気体はアンモニアである。 

⑵ アンモニアは水に非常に溶けやすいので，丸底フラスコ内のアンモニアが水に溶けて丸底フラスコ内の圧力

が小さくなり，水がフラスコ内に流入する。 

問３ 抵抗器は並列につながれているので，電流計ａに流れる電流の大きさは，２つの抵抗器に流れる電流の和で

ある。 

問４ ⑴ 太陽が真東から昇り真西に沈むのは，春分の日と秋分の日である。春分の日は３月下旬，秋分の日は９月

下旬である。 

⑵ 印を１時間おきにつけているので，ＡからＢまでの時間は３時間である。地球の自転により，太陽は１時間

に 15°の割合で動くので，３時間では 45°である。 
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【過去問 17】 

長野県内の見晴らしのよい場所で，日の入り 30分後の西の空に見える天体を観察した。スケッチ１には２月

７日に見えた天体の位置を記録した。スケッチ２には２月７日，スケッチ３には同じ年の６月 22日（夏至）に見

えた金星を，同じ倍率の天体望遠鏡で観察して記録した。各問いに答えなさい。 

（長野県 2008 年度） 

 

問１ 次の文の Ｙ に当てはまる適切なものを，下のア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

太陽のまわりを公転する大きな天体を Ｙ という。地球や金星，水星は，その１つである。 

ア 恒星 イ 星団 ウ 惑星 エ 星雲 

問２ 天体を観察した場所における，６月 22日の日の入りの方位として適切なものを，次のア～オから１つ選

び，記号を書きなさい。 

ア 南西よりも南側 イ 南西 ウ 南西と西の間 エ 西 オ 西よりも北西側 

問３ ６月 22日の日の入りについて，モデル１をもとに考え

た。ただし，地球上の地点Ｐ～Ｕは，同じ経線上にあるも

のとする。 

① モデル１で，地球の夜の部分を斜線  でかきなさ

い。また，地球の自転により，地点Ｑが日の入りをむかえ

る位置に×をかきなさい。 

② 地点Ｐ～Ｕのうち，この日の昼の長さが最も長い地点は

どこか，記号を書きなさい。  

問４ りかさんとたくやさんは，金星の見かけの形や大きさが変わった理由を考えた。 

りか：６月 22日の金星の見え方を確かめたのよ。使った天体望

遠鏡の像は上下左右が逆になるでしょう。そのことを考え

て金星がスケッチ３の形に見えるようにモデル２のテニス

ボールを動かしてみたの。 

たくや：なるほど。自分を あ とすると， い の う の

側が光を反射して光っているのを あ から見たから，こ

の日の金星は欠けて見えたんだね。  
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りか：それでは，モデル３でこの日の天体の位置関係を考えた

ら，金星はどの位置なのかな。 

たくや：地球がモデル３の位置で矢印の向きに自転してい

るとすると，日の入り後，西の空に見える金星は， え か 

 お の位置と考えられるよ。 

りか：さらに，スケッチ３とモデル２から，６月 22 日の金星

は， お のあたりの位置にあるといえるわ。同じように

モデル３を使って考えれば，ａスケッチ２よりもスケッチ

３の金星の方が，見かけの大きさが大きい理由も説明でき

そうね。 

 
 

①  あ ～ う に当てはまる適切なものを，次のア～ウから１つずつ選び，記号を書きなさい。 

ア 太陽 イ 地球 ウ 金星 

②  え と お に当てはまる適切なものを，モデル３のア～エから１つずつ選び，記号を書きなさい。 

③ 下線部ａの理由を次の文でまとめた。 Ｚ に当てはまる適切な言葉を，「地球」の語を含め６字以内

で書きなさい。 

スケッチ２よりもスケッチ３の金星の方が， Ｚ から。 

④ ２月７日の水星の位置として最も適切なものを，モデル３のカ～ケから１つ選び，記号を書きなさい。

ただし，２月７日の地球は，モデル３の位置で矢印の向きに自転しているものとする。 
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問１  

問２  

問３ 
① 

 

② 地点  

問４ 

① 

あ  

い  

う  

② 
え  

お  

③       

④  

 

問１ ウ 

問２ オ 

問３ 
① 

 

② 地点 Ｐ 

問４ 

① 

あ イ 

い ウ 

う ア 

② 
え ア 

お イ 

③ 地 球 に 近 い  

④ キ 
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問２ 春分の日と秋分の日に太陽は真西に沈む。夏至の日は真西より北よりに沈む。 

問３ ② 夏至の日，北半球では昼の長さが最も長い。また，緯度が高いほど昼の長さは長くなる。 

問４ ① 太陽系の天体で，みずから光を出しているのは太陽だけである。 

② 金星や水星が夕方西の空に見えるのは，モデル３で，金星や水星が，地球と太陽を結んだ直線より左側にあ

るときである。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2008 年度 

41 

【過去問 18】 

太郎さん，花子さん，正夫さん，美保さんの４人が通う岐阜県のある中学校では，理科の授業で自由研究に

とり組むことになり，４人は，これまでに学習したことのなかから興味をもったことを選び，学習の計画を立て

た。次の文は，４人の研究のテーマや，テーマを決めるきっかけになったことをまとめたものである。問１～問

４の問いに答えなさい。 

（岐阜県 2008 年度） 

太郎さんは，理科の実験で使う器具に興味があり，実験器具の正しい使い方について調べることを計画

した。 

花子さんは，なめらかなテーブルの上を転がるボールの速さがほとんど変わらないことに興味をもち，

摩擦力が小さいなめらかな水平面上で，手で台車をポンと強くおしたときの台車の運動を調べることを計

画した。 

正夫さんは，学校で観察した金星が，左の部分が欠けた半月状の形をしていたことに興味をもち，右の

部分が欠けた半月状の金星についても観察することを計画した。 

美保さんは，顕微鏡を使って植物や動物のからだのつくりを観察することに興味があり，ヒメダカの血

液の流れを観察することを計画した。 

問１ 図１は，中和の実験のとき，水溶液を必要な量だけとるために使うこまごめピ

ペットである。こまごめピペットの正しい使い方を説明している文はどれか。次の

ア～オからすべて選び，符号で書きなさい。 

ア こまごめピペットの先は割れやすいので，液体を吸いこむときや液体を注ぐと

きは，ものにぶつけないようにする。 

イ 液体を吸いこむときは，こまごめピペットの先を液体に入れる前にゴム球をお

して，こまごめピペットの中の空気を出す。  

ウ 液体を吸いこむときは，十分な量をとるために，安全球が液体でいっぱいになるように吸いこむ。 

エ 液体を吸いこんだ後は，吸いこんだ液体がこまごめピペットの先からこぼれないように，こまごめピペ

ットの先を上に向ける。 

オ 液体を注ぐときは，ゴム球をいっきにおして必要な量をいきおいよく出す。 

問２ 花子さんは，理科室で実験の準備を始めた。表は途中まで準備したものをまとめたものである。そのほ

かに何を準備する必要があるか。次のア～コからすべて選び，符号で書きなさい。なお，なめらかで水平

な台は理科室の実験台を使うことにした。 

表 力学台車 セロハンテープ はさみ のり 方眼紙 直定規  

筆記具 

ア 磁針 イ コイル ウ 記録タイマー エ 透明半球  

オ ビーカー カ フラスコ キ フィルムケース ク 紙テープ  

ケ 温度計 コ ろうと台 
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問３ 図２は，正夫さんが，以前学校で観察した金星の形である。図３は，今回観

察したいと思っている右の部分が欠けた半月状の金星の形である。図３の形の

金星は，いつごろ，どの方向の空に見ることができるか。次のア～エから１つ

選び，符号で書きなさい。ただし，図２，３の金星の形は，上下左右が逆にな

らない望遠鏡を使ったとき，見える形である。 

ア 明け方の東の空 イ 明け方の西の空  

ウ タ方の東の空 エ 夕方の西の空 
 

問４ 美保さんは，顕微鏡でヒメダカの血液の流れを調べるため，ヒメダカのからだが動かないようにした

い。その方法を簡潔に説明し，説明を補うために図もかきなさい。ただし，薬品を使ったり，ヒメダカの

からだを傷つけたりしないようにする。 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 

説明  

図 

 

 

問１ ア，イ 

問２ ウ，ク 

問３ ア 

問４ 

説明 
チャックつきのビニルぶくろに少量の水を入れ，その中にヒ

メダカを入れる。 

図 

 

 

問１ ウ…安全球は，ゴム球に液体が入るのを防ぐためにあるので，安全球に液体を入れないようにする。エ…こ

まごめピペットの先を上に向けると，ゴム球に液体が入ってしまう。オ…ゴム球を軽くおして，液を１滴ずつ
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出すようにする。 

問３ 図２は，夕方西の空に見える。図３は，明け方東の空に見える。どちらも共通して，光っている向きに太陽

がある。 

問４ すばやく観察して，メダカを水そうにもどすように気をつける。 
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【過去問 19】 

次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（静岡県 2008 年度） 

問１ エンドウの花の１つをかみそりの刃で縦に切り，花の断面を観

察した。図１は，このとき観察したエンドウの花の断面の写真で

ある。図１の○あはめしべの根もとのふくらんだ部分であり，○あの

内部には
はい

胚
しゅ

珠があった。○あは，一般に何とよばれるか。その名称

を書きなさい。 

 

問２ 表１は，同じ温度における，物

質Ａ～Ｄの状態，質量及び体積を

それぞれ示したものである。表１

のＡ～Ｄの中から，密度が２番目

に大きいものを選び，記号で答え

なさい。 

表１ 
    

物質 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

状態 固体 固体 液体 液体 

質量（ｇ） 21.5 3.4 40 40 

体積（cm3） 8.0 8.0 40 50.7 

     

問３ 日本では，１年の間で太陽の南中高度や昼の長さが変わり，季節の

変化が起こっている。図２は，静岡県のある地点Ｐで太陽が南中した

ときに，太陽の光を地球が受けているようすを模式的に表したもので

ある。地点Ｐにおける太陽の南中高度を，図２に，角を表す印（ ）

を用いて示しなさい。 

 

問４ 図３のように，レ－ルで軌道をつくり，レ－ル上のＡの位置に金属

球を置いた。手をはなしたところ，金属球はレール上を運動し始めた。

レール上を運動している金属球をしばらく観察すると，まさつ力や空

気の抵抗があることで，金属球の達する高さがしだいに低くなり，や

がてＢの位置で静止した。まさつ力や空気の抵抗があることで，金属

球の達する高さがしだいに低くなっていくのはなぜか。その理由を，

エネルギー保存の面から，簡単に書きなさい。 
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問１  

問２  

問３ 

 

問４  

 

問１ 子房 

問２ Ｃ 

問３ 

 

問４ 力学的エネルギーの一部が熱などのエネルギーに変わるから。 

 

問１ 胚珠は受粉後種子になる。子房は受粉後果実になる。 

問２ 密度の大きい物質ほど，同体積で比べたとき質量が大きい。Ａ～Ｄの物質を 40cm3 の体積にそろえて比べる

と，それぞれの質量は，Ａ…21.5×5＝107.5[ｇ]，Ｂ…3.4×5＝17[ｇ]，Ｃ…40[ｇ]，Ｄ…40÷50.7×40＝31.55

…[ｇ]である。 

問３ 南中高度は，地点Ｐの接線と太陽の光がつくる角度である。 

問４ 位置エネルギーは運動エネルギーに変わり，運動エネルギーの一部はまさつ力や空気の抵抗により熱エネル

ギーなどに変わる。 
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【過去問 20】 

日本のある地点で，天体の動きを観察した。図１は，ある年の２月 18日に，南の空の恒星Ｘの動きについ

て，午後８時から午後 10時まで観察した結果を模式的に表したものであり，実線は，恒星Ｘが動いたあとを示し

ている。また，図２は，図１を観察した年と同じ年の２月 18日，３月 18日，４月 18日のそれぞれ午後８時に，

西の空の金星とその近くにある星座を観察した結果を模式的に表したものである。 

 

 

次の問１から問４までの問いに答えよ。 

（愛知県 2008 年度 A） 

問１ 図３は，図１を観察した日と同じ日に，北の空の恒星Ｙ（ ● 印）について，午後８時に観察した結果を

模式的に表したものである。午後８時から午後 10時までの間に，恒星Ｙはどのように動くか。図１の恒星

Ｘと同じように，恒星Ｙが動いたあとを実線で図３に書け。 

 

問２ 図２の金星，うお座，おひつじ座，おうし座は，天球上の太陽の通り道付近で観察することができる。

この天球上の太陽の通り道を何というか。 
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問３ 図４は，太陽，金星，地球の位置と，金星，地球の公転軌道，及び天球上の太陽の通り道付近にある星

座の方向を模式的に表したものである。ＡからＤまでとａからｇまでは，地球と金星のそれぞれ１か月ご

との午後８時における位置を示しており，それらの中には，図２の２月 18日，３月 18日，４月 18日の午

後８時における地球と金星の位置も含まれている。 

図２の４月 18 日の午後８時における金星の位置は，図４のａからｇまでのうちどれか。最も適当なもの

を，下のアからキまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ただし，金星，地球は円軌道で公転するものとし，図４の金星，地球の公転軌道の半径は，その比が実際

の太陽からの平均距離の比に等しくなるように示してある。また，星座を形づくる恒星は，地球から遠く離

れたところにあるものとする。 

 

ア ａ イ ｂ ウ ｃ エ ｄ オ ｅ 

カ ｆ キ ｇ 

問４ 金星とおひつじ座が，図２の３月 18日の位置とほとんど同じ位置に観察できるのは，何年後の午後８時

か。最も適当なものを，次のアからエまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ただし，地球の公転周期は 365日，金星の公転周期は 225日とする。 

ア １年後 イ ４年後 ウ ８年後 エ ９年後 
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問１ 

 

問２  

問３  

問４  

 

問１ 

 

問２ 黄道(こうどう) 

問３ エ 

問４ ウ 

 

問１ 日周運動により，北の空の星は１時間に 15°の割合で，反時計回りにまわる。 

問３ 地球は反時計回りに公転するので，４月 18日の地球の位置はＤである。Ｄの地球からおうし座の見える方向

は，太陽とおうし座を結んだ直線と平行な方向である。 

問４ 金星が１年間に太陽のまわりを公転する角度は，
360

 225 
×365＝584[°]である。 

８年間では，584×８＝4672[°]，4672÷360＝約 13であるから，８年後に 13回公転して，３月 18日と同じ位

置にある。 
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【過去問 21】 

次の問１，問２の問いに答えよ。 

（愛知県 2008 年度 B） 

問１ 図１のように，なめらかで水平な床の上に板を置き，板の上に箱をのせた。板に糸をつけて，糸を一定

の力で右向きに引き続けたところ，箱と板は一体となって速さを増しながら右向きに運動した。このと

き，箱にはたらく摩擦力（箱が板から受ける摩擦力）は，どちら向きか。最も適当なものを，下のアから

エまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

ア 左向き イ 右向き ウ 下向き エ 上向き 

問２ 図２は，北緯 35°の地点Ｐにおける，１年間の太陽の南中高度の変化のようすを示したグラフである。

地球の地軸は，図３のように，公転面に垂直な方向から 23.4°傾いているが，仮に，この傾きが０°にな

ったとすると，地点Ｐにおける１年間の太陽の南中高度の変化のようすはどのようになるか。最も適当な

ものを，図４のアからオまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

 

 

 

問１  

問２  
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問１ イ 

問２ ウ 

 

問１ 箱は，慣性のため板の上を左向きに運動しようとする。 

問２ １年中，春分と秋分の南中高度と同じになる。 
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【過去問 22】 

次の観察について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2008 年度） 

〈観察〉 太郎さんは，２月９日と 10日に三重県のある地点で，次の①，②の観察を行った。 

① ２月９日のある時刻に金星を観察し，図１のように周りの風景も入れてスケッチした。 

 また，図２は，この日の太陽と地球および金星の位置関係を調べ，模式的に示したものである。 

② ２月 10日の午後８時に真南の空に見えたオリオン座を観察し，図３のように周りの風景も入れてス

ケッチした。 

 

問１ ①で，太郎さんが金星を観察したのは，いつごろのどの方位の空と考えられるか，最も適当なものを次

のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 明け方の東の空 イ 明け方の西の空 ウ 夕方の東の空 エ 夕方の西の空 

問２ ①で，天体望遠鏡で金星を観察すると，金星はどのような形に見えるか，最も適当なものを次のア～エ

から１つ選び，その記号を書きなさい。ただし，この天体望遠鏡では，上下左右が反対に見えるものとす

る。 

 

問３ 金星と地球はともに
わく

惑
せい

星であるが，太陽系の中で直径が最も大きい惑星は何か，その名称を書きなさ

い。 
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問４ ②で，図３の位置に見えたオリオン座を，その後２時間

観察し続けると，どの方向に動いていくように見えるか，

最も適当なものを図４のア～エから１つ選び，その記号を

書きなさい。 

問５ ②で，２月 10日の午後８時に
なん

南
ちゅう

中したオリオン座

が，２月 10日以降，はじめて午前０時に南中するのはお

よそ何か月後か，書きなさい。 

 

問６ 図５は，電球を太陽，ボールを地球と考えて，地球の位

置によるオリオン座の見え方を調べるモデル実験を，模式

的に表したものである。 

地球がＡの位置にあるとき，オリオン座を観察できない

のはなぜか，その理由を「太陽」と「オリオン座」という

言葉を使って簡単に書きなさい。 

 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５   か月後 

問６  

 

問１ エ 

問２ エ 

問３ 木星 

問４ イ 

問５ 10 か月後 

問６ 
例１ 太陽と同じ方向にオリオン座があるから。 

例２ 太陽が明るすぎてオリオン座が見えないから。 
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問１ 図２で地球と太陽を直線で結び，金星が直線の左側にあるとき，金星は夕方西の空に見える。 

問４ 地球の自転のため，南の空に見える天体は西へ１時間に 15°の割合で動く。 

問５ 地球の公転のため，天体が南中する時刻は１か月に２時間ずつ早くなる。午前０時は午後８時の 20時間前で

あるから，10か月後の午前０時に南中する。 
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【過去問 23】 

県内のある地点で，太陽の動きと太陽光によってできる影の関係について調べるため，次の観測を行った。

後の問１～問５の問いに答えなさい。 

（滋賀県 2008 年度） 

【観測１】図１のように，点Ｏを中心とする透明半球を水平な地面に置き，Ｏからみた各方位を示す点をＡ～Ｄ

とした。この透明半球に，ある日の天球上の太陽の位置を，９時から 15時まで１時間ごとに ● 印をつけて

記録した。その後，● 印の間隔を測定した。 

次に，● 印をなめらかな曲線で結び，その曲線を延長して太陽の通り道をかいた。曲線が透明半球のふち

と交わる点をＸ，Ｙとし，直線ＸＹと直線ＢＤとの交点をＰとした。また，透明半球上における天頂の位置

をＥ，南中したときの太陽の位置をＺとした。 

【観測２】図２のように，
から

空のペットボトルに紙テープを半周巻き，中心に細い棒を通して，水平な地面に垂直

に立てた。観測１と同じ日の同じ時刻に，紙テープに映った棒の影の位置に印をつけ，印の間隔を測定した。

表は，観測１，２の結果をまとめたものである。 

  

表       

測定した時間帯 ９～10時 10～11時 11～12時 12～13時 13～14時 14～15時 

観測１の印の間隔（cm） 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 

観測２の印の間隔（cm） 1.3 1.6 1.8 1.7 1.4 1.1 

問１ 図１で，観測１を行った日の太陽の南中高度は，どの角度で示されるか。次のア～エから１つ選びなさ

い。 

ア ∠ＢＰＺ イ ∠ＤＰＺ ウ ∠ＢＯＺ エ ∠ＤＯＺ 

問２ 観測１で記録した結果から，地球はどのように運動していることがわかるか。運動のようすについて説

明しなさい。 
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問３ 図３は，Ａ（東）の方向から図１の透明半球を見たものである。春分

の日に，観測１と同じようにして太陽の動きを記録すると，透明半球上

の太陽の通り道はどのようになるか。図３に実線で書き加えなさい。 

問４ 春分の日に，観測２と同じようにして影が移動する間隔を測定すると，

11～12時の間隔は，観測２の同じ時間帯の結果と比べてどうなるか。次

のア～ウから１つ選びなさい。 

ア 狭くなる イ 広くなる ウ 変わらない 

 

問５ 図２のペットボトルを用いて，どの季節に観測しても１時間ごとに影が移動する間隔が等しくなるよう

にするには，図２のペットボトルをどの方位にどれだけ傾ければよいか，書きなさい。ただし，傾ける角

度は図１の記号を用いて表しなさい。 

 

問１  

問２ 

 

 

 

問３ 

 

問４  

問５ 
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問１ ウ 

問２ 

西から東へ一定の速さで，地軸を中心に回転している。 

 

 

問３ 

 

問４ イ 

問５ 

垂直に立てた状態 から，真北に∠ＢＰＺと同じ角 

度だけ傾ける。 

 

 

問１ 南中高度は，観測点（透明半球の中心）と南中した太陽を結ぶ直線と，地面がつくる角である。 

問２ １時間ごとの太陽の位置は，一定の間隔になっているので，太陽は一定の速さで動いていることがわかる。 

問３ 春分の日，太陽は真東の地平線から昇り真西の地平線に沈む。透明半球を東から見るとき，ある日の太陽の

通り道と，春分の日の太陽の通り道は平行になる。 

問４ 図１の透明半球で考えると，太陽が１時間に動く角度は１年中どの季節も一定であるが，春分の日は，透明

半球の直径を通る円周上を動く。したがって，１時間に透明半球上を動く距離は春分の日の方が大きい。同じよ

うに，観測２でも春分の日の方が間隔は広くなる。 

問５ ペットボトルの中の細い棒が，地軸と平行になるように傾ければよい。図１で，弧ＸＺＹをふくむ面は赤道

面に平行であるから，垂直に立てた状態から∠ＢＰＺと同じ角度だけ傾けると，ペットボトルの中の細い棒は地

軸と平行になる。 
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【過去問 24】 

京都のある地点ａで
げ

夏
し

至の日の太陽の動きを

調べた。右の図のように，透明半球が天球を表して

いるものとして，透明半球に太陽の位置を１時間ご

とにフェル卜ぺンで記録し，なめらかな線で結んで

太陽の道すじを示した。Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄは板上の円

の中心Ｏから見て，それぞれ東・西・南・北のいず

れかの方角を示した点である。これについて，次の

問１～問３に答えよ。 

（京都府 2008 年度）  

問１ フェルトペンの影を利用して太陽の位置を記録するとき，フェルトペンのペン先の影は板のどこに一致

するようにすればよいか，最も適当なものを，図の点Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｏから１つ選べ。また，点Ｏから

見た点Ｂの方角として，最も適当なものを，東・西・南・北から１つ選べ。 

問２ 図の点Ｙは，太陽が最も高くなったときの位置を示している。このときの太陽の高度を何というか，ひ

らがな８字で書け。また，このときの太陽の高度は，どの角の大きさで示されるか，最も適当なものを，

次の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) ∠ＹＯＡ (イ) ∠ＹＯＢ (ウ) ∠ＹＯＣ (エ) ∠ＹＯＤ 

問３ 地点ａにおける秋分の日の太陽の道すじを上の図と同様に透明半球上に表して点Ｂの方向から見たもの

として，最も適当なものを，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。ただし，実線( )は秋分の日の太陽の道

すじを，点線(
  

)は夏至の日の太陽の道すじをそれぞれ示すものとする。 

 

 

問１   

問２          

問３  

 

問１ Ｏ 東 

問２ な ん ち ゅ う こ う ど (ウ) 

問３ (ウ) 

 

問１ 点Ｃは太陽の高さが最も高くなっている方角である。太陽の高さが最も高くなる方角は南である。したがっ
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て，Ｂは東である。 

問２ 南中高度は，太陽と観測地点を結ぶ直線と，観測地点から真南にひいた直線がつくる角度である。 

問３ 透明半球を東から見るとき，秋分の日と夏至の日の太陽の道すじは平行になる。 
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【過去問 25】 

大阪に住むＴさんは，太陽の動きについて調べるため，ある年の７月 21日，自宅近くの日あたりのよい場所

で，次の観察１，２を行った。あとの問いに答えなさい。 

（大阪府 2008 年度 前期） 

【観察１】図Ⅰのように，透明半球を台紙に固定して水平に置いた。このとき，

台紙にかいた２本の垂直に交わる直線の交点Ｏに，透明半球を台紙に置

いたときにできる円の中心を一致させた。そして，各直線を東西南北の

方向に合わせた。Ｏにフェルトペンの先の影を合わせて透明半球に ● 

印をつける測定を，午前７時 20分から１時間ごとに午後４時 20分まで

行った。図Ⅱのように，午前７時 20 分の点をＡとし，１時間ごとの点

をそれぞれ ● 印で記録していった。そして，これらの各点をなめらか

な線で結び，透明半球のふち（図Ⅱ中のＸ，Ｙ）まで延長してかいた。

この結果，Ａから１時間ごとの各点の間隔はすべて 2.5cmであり，Ａか

らＸまでの線の長さは 6.0cmであった。 

 
 

 
 

【観察２】図Ⅲのように，台紙にかいた２本の垂直に交わる直線の交点に鉛筆

を垂直に立てて固定して，台紙を水平に置き，各直線を東西南北の方向

に合わせた。そして，午前７時 20分と午前８時 20分に鉛筆の影の先端

に ● 印を記録した。 

 

問１ 観察１の結果から，太陽は一定の速さで地球のまわりを回っているよ

うに見えることが分かった。この太陽の見かけの動きの原因となる地球

の運動は何と呼ばれているか。 

問２ ７月 21日の朝，太陽の中心が地平線を通過した時刻に，透明半球上

の太陽の位置がＸにあると考えると，観察１の結果からその時刻は，午

前何時何分と考えられるか。 

 

問３ 図Ⅳは，観察２における午前７時 20分の鉛筆の影のようすである。この後，午前７時 20分から午前８

時 20分までの鉛筆の影はどのように変化するか。次のア～エのうち，最も適切なものを一つ選び，記号を

書きなさい。 

ア 図Ⅳ中のｍの方向へ移動し，長くなる。 

イ 図Ⅳ中のｍの方向へ移動し，短くなる。 

ウ 図Ⅳ中のｎの方向へ移動し，長くなる。 

エ 図Ⅳ中のｎの方向へ移動し，短くなる。 
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問４ 図Ⅴは，太陽のまわりを公転している地球のようすの模式

図であり，図Ⅴ中のＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓは，それぞれ春分，夏

至，秋分，冬至のいずれかの日の地球の位置を示している。

観察１，２を行った日の地球の位置は，地球の公転の道すじ

を四つの範囲に分けた次のア～エのうち，どれに位置すると

考えられるか。最も適切なものを一つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア ＰとＱの間 イ ＱとＲの間 

ウ ＲとＳの間 エ ＳとＰの間 

 

問５ 次のア～エのうち，この年，大阪における太陽の南中高度が，観察１，２を行った７月 21日の太陽の南

中高度に最も近かったと考えられる日を一つ選び，記号を書きなさい。 

ア ３月 21日 イ ４月 21日 ウ ５月 21日 エ ６月 21日 

問６ 観察２における７月 21日の午前７時 20分の鉛筆の影をａとする。また，約２か月後にくる秋分の日の

午前７時 20分のこの鉛筆の影をｂとする。ア～エのうち，ａとｂを模式的に示したものとして最も適切な

ものを一つ選び，記号を書きなさい。 

 

 

問１    

問２ 午前      時      分 

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ 自転 

問２ 午前 ４ 時 56 分 

問３ イ 

問４ ア 

問５ ウ 

問６ ウ 

 

問１ 地球の自転のため，太陽などの天体は１時間に 15°の割合で東から西へ動くように見える。 

問２ 太陽が透明半球上を動く速さは一定で，１時間(60分)に 2.5cmの割合である。太陽がＸからＡまで 6.0cm

を t分で動くとすると，60：2.5＝t：6，t＝144，144[分]＝２[時間]24[分]である。したがって，７[時]20[分]－
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２ [時間]24[分]＝４[時]56[分]である。 

問３ 図Ⅱで，太陽は午前７時 20 分に東から少し北よりの位置，午前８時 20 分に東から少し南よりの位置に

ある。影は太陽の反対側にできるので，ｍの方向へ移動する。また，太陽の高さが高くなるので，影の長さは短

くなる。 

問４ 図Ⅴで，Ｐは夏至で６月 20日ごろである。Ｑは秋分で９月 20日ごろである。 

問５ ７月 21日は夏至の１か月後である。夏至の１か月前は５月 21日である。 

問６ 秋分の日，太陽は真東から昇るので，午前 7時 20分の太陽の影は西から少し北よりにできる。また，秋分の

日の方が太陽の高さが低いので，影の長さは長くなる。 
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【過去問 26】 

美紀さんたちは，弟の和也さんと「おもしろ科学まつり（理科体験学習）」に行き，いろいろなコーナーで，

身のまわりの科学について学習した。次の文は，家に帰ってからの美紀さんと和也さんの会話文であり，図は，

各コーナーの展示のプリントである。下の問１～問５に答えなさい。 

（和歌山県 2008 年度） 

美紀： 今日は，おもしろかったわね。高校生の人たちの説明もわかりやすかったわ。 

和也： うん。すごく楽しかった。でも，難しくて，よくわからないのもあったよ。学校で先生に話そうと思っ

て，プリントを持ってきたんだ。 

美紀： なあんだ。言ってくれれば，お姉ちゃんが教えてあげたのに。 

図 

コーナー１〔生き物と遊ぼう。〕 

・おたまじゃくしを観察しよう。 

・どのようにしてカエルになるのかな。 

コーナー２〔星について調べよう。〕 

・月の形や星を観察しよう。 

・月や星はどんな動きをするのかな。 

 

 

 

コーナー３〔紫キャベツの汁を使って水溶液を調べよう。〕 

・いろいろな水溶液を調べてみよう。 

・どうして食酢が赤色に，石けん水が黄色になるのかな。 

 

コーナー４〔音を調べよう。〕 

・モノコードを鳴らしてみよう。 

・音を見ることはできるのかな。 

コーナー５〔磁石で遊ぼう。〕 

・磁石で磁石を浮かせてみよう。 

・磁石を切ってみるとどうなるのかな。 
 

問１ コーナー１の観察について，次の⑴～⑷に答えなさい。 

⑴ ヒキガエルのおたまじゃくしがカエルの成体に育っていくときのようすについて，正しく述べている文

はどれか。次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 前足と後足が同時に出て，その後，尾の部分が退化する。 

イ 前足が先に出て，その後，後足が出て，尾の部分が退化する。 

ウ 後足が先に出て，その後，前足が出て，尾の部分が退化する。 

エ 尾の部分が退化し，その後，前足と後足が同時に出る。 
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⑵ 右の図は，ヒキガエルの生殖器官を模式的に表したものである。雄

のようすを示しているのはＡ，Ｂのうちどちらか，その記号を書きな

さい。また，精子がつくられる器官の名称を書きなさい。 

 

⑶ 精子や卵がつくられるときの分裂は，受精卵からおたまじゃくしになるときの分裂と比べるとどのよう

なちがいがあるか，簡潔に書きなさい。 

⑷ カエルは有性生殖によってなかまをふやす生物であるが，他の生物の中には，無性生殖でなかまをふや

すものもある。次のア～エの中から，無性生殖でふやすことができる生物をすべて選んで，その記号を書

きなさい。 

ア ジャガイモ イ メダカ ウ ゾウリムシ エ ホウセンカ 

問２ コーナー２の観察について，次の⑴～⑶に答えなさい。 

⑴ 次の①，②のときに見える月の形は，下の図のア～エのうちどれか。適切なものをそれぞれ１つずつ選

んで，その記号を書きなさい。 

① 夕方，西の空に見えるとき 

② 夕方，東の空に見えるとき 

 

⑵ 金星について述べた次の文の①，②について，それぞれア，イのうち適切なものを１つずつ選んで，そ

の記号を書きなさい。 

金星は地球より①｛ア 内側  イ 外側｝で太陽のまわりを公転している惑星である。このため，明け

方か夕方にしか見ることができない。地球との位置関係により満ち欠けするが，明けの明星では，②｛ア 右

側  イ 左側｝が欠けて見える。 

⑶ 右の図は，太陽と地球と星座の位置関係を表したものである。

星の動きについて述べた次の文の ア ， イ にあてはまる適

切な語や数字を書きなさい。 

地球の公転により，地球から見た太陽は，星座の星の間をゆっ

くり動いているように見える。この太陽の通り道を 

 ア という。いて座の方向に太陽があった日から，みずがめ座

の方向にくるのは，最短で イ か月後である。 
 

問３ コーナー３の実験について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ ある液体に紫キャベツの汁を加えると，黄色に変化した。ガラス棒を用いて，青色と赤色のリトマス紙

にこの液体をつけると，それぞれのリトマス紙の色はどのようになるか，簡潔に書きなさい。 

⑵ 水溶液の性質を調べるのに，フェノールフタレイン溶液を指示薬として用いることができる。フェノー

ルフタレイン溶液は，どのような性質の水溶液に反応して何色に変化するか，書きなさい。 

問４ コーナー４の実験について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ モノコードの弦をはじいて音を出すとき，高い音が出るようにするにはどうすればよいか，簡潔に書き

なさい。 
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⑵ 音さをたたいたときの音をオシロスコープで見てみると，右の図のよ

うになった。次の①，②のとき，オシロスコ－プに現れる形はどのよう

になるか，解答欄の図にかき入れなさい。 

① 同じ音さを使って，最初よりも強くたたいたとき 

② 高い音の音さにかえて，最初と同じ程度の強さでたたいたとき  

問５ コーナー５の実験について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 下の図のように，はかりの上に置いた筒の中に，くっついた２つの磁石を入れて重さをはかった。次

に，この磁石を取り出し，１つの磁石を上がＳ極になるように入れ，この磁石の上から，もう１つの磁石

をＳ極を下にして入れて浮かせると，くっついた２つの磁石を入れたときと比べて，はかりの針はどのよ

うになるか。次のア～エの中から適切なものを１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 磁石１個分の重さが軽くなったところを指した。 

イ 少しだけ軽いところを指した。 

ウ 変わらなかった。 

エ 少しだけ重いところを指した。 

 

⑵ 右の図のように，棒磁石を３つに切りわけたとき，図中

のア～エの部分の極はどのようになっているか。Ｎ極にな

っているところにはＮ，Ｓ極になっているところにはＳを，

解答欄の図にかき入れなさい。  
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問１ 

⑴  

⑵ 
記号   

名称   

⑶  

⑷  

問２ 

⑴ 
①   

②  

⑵ 
①  

②  

⑶ 
ア  

イ  

問３ 

⑴ 
青色リトマス紙  

赤色リトマス紙  

⑵ 
性質   性 

色   色 

問４ 

⑴  

⑵ 

① 

 

② 

 

問５ 

⑴  

⑵ 
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問１ 

⑴ ウ 

⑵ 
記号 Ｂ 

名称 精そう 

⑶ 染色体の数が半分になる。 

⑷ ア  ウ 

問２ 

⑴ 
① ア 

② エ 

⑵ 
① ア 

② ア 

⑶ 
ア 黄道 

イ ２ 

問３ 

⑴ 
青色リトマス紙 変化なし 

赤色リトマス紙 青く変わる 

⑵ 
性質 アルカリ 性 

色 赤紫 色 

問４ 

⑴ はじく弦を短くする。 

⑵ 

① 

 

② 

 

問５ 

⑴ ウ 

⑵ 

 

 

問１ ⑵ 精子は雄の精そうで，卵は雌の卵そうでつくられる。 

 ⑶ 精子や卵がつくられるときの染色体の数が半分になる特別な細胞分裂を，減数分裂という。 

 ⑷ ジャガイモは，新しくできたイモから芽や根が出て新しい個体が育つ。ゾウリムシはからだが２つに分裂

してなかまをふやす。 

問２ ⑴ 月の形によって，見える時刻や方角が異なる。イは，夕方南の空に見える。ウは，明け方南の空に見える。

また，イとウの名前は，それぞれ上弦の月，下弦の月という。 

 ⑵ 金星は，明け方には東の空に，夕方には西の空に見える。 

 ⑶ 黄道の星座は 12ある。太陽は，１か月に１つずつ星座の間を動いていくように見えるので，いて座→やぎ座

→みずがめ座の間は２か月で移動する。 

問３ ⑴ 紫キャベツの汁の色は，酸性・中性・アルカリ性のとき，それぞれ赤色・紫色・黄色である。 

 ⑵ フェノールフタレイン溶液は，酸性と中性のとき無色透明である。 

問４ ⑵ ① 強くたたくと大きな音が出るので，振幅が大きくなる。 
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 ② 高い音は，振動数が多くなるので，波の数が多くなる。 

問５ ⑴ はかりには磁石２つ分の重さがかかるので，針のふれは変わらない。 
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【過去問 27】 

次の文章を読んで，各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2008 年度） 

紀元前 200年ごろ，初めて地球の大きさを求めたエラトステネスは，エジプトの①シエネ（北緯 23.4°付近）

では夏至の日の 12時ごろに太陽光が地面に垂直に当たることを知っていた。また，シエネとほぼ同じ経線上の

アレキサンドリアにおいて②夏至の日の太陽の南中高度を 82.8°と測定し，その結果から，アレキサンドリア

の緯度を計算した。そして，シエネとアレキサンドリアの距離を歩いて測り，地球１周の長さ（子午線の長さ）

を求めたとされている。このことを知った米子市に住む健太さんは，夏至の日に操作１～４を行って，太陽の

動きを調べてみた。 

操作１ 台紙に透明半球と同じ大きさの円をかき，

その中心を点Ｏと決めた。次に，図１のよう

に，正確な方位になるように水平な台に置

き，かいた円に合わせて透明半球を固定し

た。 

操作２ 午前９時から午後３時まで，１時間おき

に，サインペンで太陽の位置を透明半球上に

● 印で記録した。 

 

操作３ この観察時間内に太陽が動いた透明半球

上の距離を測った。 

操作４ 透明半球上の ● 印をなめらかな線で結

び，この線を透明半球のふちまで延長した。

図２は，この線を透明半球の東側から真横に

見たものである。  

問１ 操作２において，透明半球上に太陽の位置を正しく記録するためには，● 印の位置をどのようにして決

めればよいか，説明しなさい。 
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問２ 下線部②の求め方について述べた次の文章の（ ③ ）にあてはまるものを，下のア～エからひとつ選

び，記号で答えなさい。また，（ ④ ）にあてはまる数値を答えなさい。 

下線部①のことから，夏至の日の太陽に対する地球の位置は（ ③ ）のようになっており，緯度Ｘ°におけ

る太陽の南中高度は 90°－Ｘ°＋23.4°という式で求めることができる。この関係式より，夏至の日に，ある場所

での南中高度を観測すれば，その場所の緯度が求められる。したがって，アレキサンドリアの緯度は北緯 30.6°

ということがわかる。また観測の結果，米子市の夏至の日の太陽の南中高度は 78.2°だったので，米子市の緯度

は北緯（ ④ ）°と求めることができる。 

 

 

問３ この観察を春分の日に行うと，太陽の道すじはどうなるか。東側の真横から見た線を，解答用紙の図の

中にかきなさい。 

問４ 操作３で測った長さを，春分・秋分の日，冬至の日に同じ時間帯で測った長さと比べた。その長さが最

も長いと考えられるのはどの日か，次のア～エからひとつ選び，記号で答えなさい。 

ア 夏至 イ 春分・秋分 ウ 冬至 エ どの日も同じ長さ 

問５ 次の図３は，操作４でかいた道すじに紙をあてて１時間おきの記録を写し取ったものの一部であ

る。各区間の長さの記録から，この日の米子市の日の出は何時何分と考えられるか，答えなさい。 
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問１  

問２ 
③   

④   

問３ 

 

問４  

問５  

 

問１ サインペンの先端の影を点Ｏに合わせる。 

問２ 
③ イ 

④ 35.2 

問３ 

 

問４ イ 

問５ 午前4時48分 

 

問２ 米子市の緯度を x[°]とすると，78.2＝90－x＋23.4，x＝35.2である。 

問３ 春分の日は，太陽は真東から昇り真西に沈む。また，太陽が動いた線を真東から真横に見ると，夏至の日と

春分の日は平行になる。 

問４ 太陽が一定時間に動く角度は一定であるが，春分・秋分の日は透明半球の直径を通る円周上を動く。 

問５ 2[時間]＝120[分]間に 8.0cmの割合で動くので，x分間に 16.8cm動くとすると，120：x＝8.0：16.8，x＝252，

252[分]＝4[時間]12[分]だから，9[時]－4[時間]12[分]＝4[時]48[分]である。 
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【過去問 28】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（島根県 2008 年度） 

問１ 図１は，ネズミの受精のようすを撮影したものである。これについて，下の１，２に答えなさい。 

 

１ 図１のＡの名称として最も適当なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

ア 精細胞 イ 卵 ウ 赤血球 エ 精子 

２ 図１のＢが体内でつくられるとき，染色体の数が半分になるような特別な細胞分裂が起こる。その細胞

分裂の名称を答えなさい。 

問２ 次の実験を行った。これについて，下の１，２に答えなさい。 

図２のように，枝つきフラスコにエタノールと水の

混合物を入れて弱い火で熱し，出てきた気体を冷やし

て再び液体にして試験管に集めた。そのときの蒸気の

温度を測定したところ，78.3℃であった。なお，図２で

は，温度計の球部の位置を省略してある。 

 

１ 蒸気の温度を測定するために，図２の温度計の球部の位置として最も適当なものを，次のア～エから一

つ選んで記号で答えなさい。 

 

２ この実験の下線部のように，液体の混合物から純粋な物質をとり出す操作を何というか。その操作の名

称を答えなさい。 

実 験 
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問３ 図３のように，500ｇのおもりを天井からひもでつるして静止させた。

このとき，物体にはたらく力について，次の１，２に答えなさい。 

 

１ Ａ，Ｂの力は，それぞれどのような力を表しているか。最も適当な組み

合わせを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

  Ａの力 Ｂの力 

 ア おもりがひもを引く力 おもりが地球を引く力 

 イ おもりがひもを引く力 地球がおもりを引く力 

 ウ ひもがおもりを引く力 おもりが地球を引く力 

 エ ひもがおもりを引く力 地球がおもりを引く力 

 

２ おもりを 800ｇのものにかえたとき，Ａ，Ｂの力はどのように表されるか，図３を参考にして，最も適

当なものを次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

 

問４ 図４は，天体望遠鏡で太陽の表面の一部を撮影したものである。これについて，下の１，２に答えなさ

い。 

 

１ 周囲より暗い部分Ａの名称を答えなさい。 

２ Ａが移動する理由として最も適当なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

ア 太陽が自転しているから。 

イ 太陽が公転しているから。 

ウ 地球が自転しているから。 

エ 地球が公転しているから。 
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問１ 
１  

２  

問２ 
１  

２  

問３ 
１  

２  

問４ 
１  

２  

 

問１ 
１ イ 

２ 減数分裂 

問２ 
１ イ 

２ 蒸留 

問３ 
１ エ 

２ ア 

問４ 
１ 黒点 

２ ア 

 

問１ １ Ａは卵，Ｂは精子である。 

２ 卵や精子の生殖細胞がつくられるとき，減数分裂により染色体の数が半分になる。 

問２ １ フラスコから気体が出ていく部分に，温度計の球部が位置するようにする。 

 ２ 蒸留をくり返すことにより，混合物から純粋なエタノールを取り出すことができる。 

問３ １ Ｂは重力を表している。 

 ２ 図３で，500ｇの物体にはたらく重力が 5 めもりであるから，１めもりは 100ｇの物体にはたらく力を表す。 

問４ １ 黒点は，まわりの部分より温度が低いので黒く見える。 

 ２ 太陽は，約 25日の周期で自転しているため，黒点は移動して見える。 
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【過去問 29】 

科学クラブの太郎さんは，インターネットで惑星について調べていたところ，水星と金星が 2007年の６月上

旬の日没後，西の空に同時に観察できることを知り，2007年の６月６日と７月 23日の夕方から，日本国内の同

じ場所で，太陽と惑星の観察を行った。図１は，日没前の太陽の位置を 18時 14分から 20分ごとに観察してスケ

ッチし，整理したものである。図２は，20時ごろに金星を天体望遠鏡で観察し，明るく見えた部分を，肉眼で見

たときのように向きを直して模式的に表したものである。ただし，図２では，金星の見かけの大きさは同じにな

るように表している。問１～問５に答えなさい。 

（岡山県 2008 年度） 

  

問１ 2007年の夏至の日は６月 22日であった。同じ場所で観察し

たとき，図１から判断して，夏至の日に太陽が沈む(山に
かく

隠れ

る)位置として最も適当なのは，図１の(ア)～(エ)のうちではどれ

ですか。 

問２ 図３は，地球の位置を固定した状態で，太陽のまわりを回る

金星のようすを模式的に表したものである。図２から判断して

６月６日の金星の位置として最も適当なのは，⑴～⑹のうちで

はどれですか。  

問３ ６月６日と 7月 23日の観察では，金星は満ち欠けして見えるだけではなく，見かけの大きさも変化して

見えた。金星の見かけの大きさが変化する理由を書きなさい。ただし，金星の観察は天体望遠鏡で同じ倍

率で行っている。 

問４ ７月 23日の 20時ごろ，南の空に木星が見えた。このとき，天体望遠鏡で観察すると，木星の近くに四

つの明るい点が見えた。この四つの明るい点は「イオ」など，木星のまわりを回っている天体である。こ

のように惑星のまわりを回っている天体を何といいますか。 

問５ 地球，水星，金星，木星の公転周期を比べるとき，公転周期の長い方から順に，これらの四つの惑星の

名前を書きなさい。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５ →     →     → 

 

問１ (エ) 

問２ ⑴ 

問３ 地球と金星との距離が変化するから。 

問４ 衛星 

問５ 木星 → 地球 → 金星 → 水星 

 

問１ 太陽の沈む位置は，夏至の日に最も北による。したがって，夏至の日に太陽が沈む位置は，６月６日の位置

より北の(エ)である。 

問２ 金星が夕方西の空に見えるのは，図３で，地球と太陽を結んだ直線より上側にあるときである。また，６月

６日の金星の形は半月である。このとき金星の位置は，地球から金星の軌道に接線をひいて，金星の軌道と接線

が接する点にある。 

問５ 太陽から遠くにある惑星ほど，公転周期は長くなる。 
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【過去問 30】 

Ｇさんは，ある冬の日に，山口県のある地点で，オリ

オン座の位置を観察した。図１のように，午後７時に東の

方角から水平線上に見え始めたオリオン座は，午後 10 時

には図２のように，南東の方角に見えた。次の問１～問４

に答えなさい。 

（山口県 2008 年度） 

 

問１ 図１で東に位置していたオリオン座が，一定の時間の後に，図２のように見かけの位置を変えたのは，

地球が自転しているからである。地球の自転による恒星の１日の動きを何というか。書きなさい。 

問２ 図３は，Ａの方向に太陽があるときの赤道上空から見た地球

を，模式的に表したものである。地球に対して，オリオン座は

どの方向にあるか。図３の１～４から選び，記号で答えなさい。 

 

問３ 図４は，Ｇさんが山口県で観察したオリオン座の一晩に動

く道すじを，透明半球にかき入れたものである。このとき観察

したオリオン座は，透明半球にかき入れた線上をイ→オ→クの

順に通った。イは東の方角，クは西の方角を示している。 

図４の透明半球に，北海道から見たときのオリオン座の動き

を同じ方法でかき入れるとき，オリオン座は，ア～ケのどこを

通るように表せるか。ア～ケから３つ選び，通る順に記号で答

えなさい。 

 

問４ Ｇさんがオリオン座を観察した日の午後７時には，図５のよ

うに，カシオペヤ座が，北極星よりも高い位置に見られた。図

５のＢの星を，この日の午後 10時に観察したとき，Ｂの星は，

北極星をほぼ中心として，あ，いの矢印の向きのうち，どちら

に，何度回転した位置にあるか。答えなさい。 

 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2008 年度 

77 

問１  

問２  

問３  →    →  

問４ 
向き   

角度   度 

 

問１ 日周運動 

問２ ３ 

問３ イ → エ → ク 

問４ 
向き あ 

角度 45 度 

 

問１ オリオン座は，日周運動により１時間に 15°の割合で東から南の空を通って西へ動く。 

問２ オリオン座が南中したとき，地球の赤道上から観察すると天頂に見える。 

問３ オリオン座は真東からのぼり，真西に沈む。また，南中高度は北の地域ほど低くなる。 

問４ 北の空の星は，北極星を中心に１時間に 15°の割合で反時計回りに回る。 
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【過去問 31】 

次の問１～問９に答えなさい。 

（徳島県 2008 年度） 

問１ 図１は，ヒトの血液の固形の成分を表したものである。Ａを何とい

うか，書きなさい。また，そのはたらきを書きなさい。 

問２ 硝酸カリウムを温度の高い水にできるだけ多くとかし，この水溶液

の温度を下げると硝酸カリウムの固体が出てくる。このように，物質

をいったん水などの溶媒にとかし，その後，温度を下げるなどして固

体としてとり出す操作のことを何というか，書きなさい。 
 

問３ 身のまわりの現象に関して述べた文として，正しいものはどれか，ア～エから１つ選びなさい。 

ア 炭酸水素ナトリウムを加えた小麦粉を用いてケーキをつくると，生地がよくふくらんだ。これは，炭酸

水素ナトリウムが加熱により分解され，水素が発生したためである。 

イ 携帯用かいろを袋から取り出し，しばらくするとあたたかくなった。これは，携帯用かいろの中の鉄粉

が空気中の酸素と結びついたときに熱を発生したためである。 

ウ 高い山の頂上付近で空のペットボトルのふたをきつく閉めてふもとまで降りると，ペットボトルがへこ

んでいた。これは，ふもとの気圧が山頂付近より小さいためである。 

エ 保冷剤などに用いられるドライアイスを放置しておくと，だんだん小さくなった。これは，ドライアイ

スが固体から液体になり，さらに気体へと変化したためである。 

問４ 表は，５種類の純粋な物質の融点と

沸点を示している。20℃のとき液体で

ある物質はどれか，表のＡ～Ｅから２

つ選びなさい。 

表 
     

物質 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

融点〔℃〕 801 0 63 -210 -115 

沸点〔℃〕 1485 100 360 -196 78 

問５ 図２は，ある日の日本付近の天気図である。⒜・⒝に答えなさい。 

⒜ Ａ地点の気圧は何 hPaか，答えなさい。 

⒝ 図中の高気圧の中心付近における大気の上下方向と水平方向の動

きを模式的に表しているものとして，適切なものはどれか，ア～エか

ら１つ選びなさい。ただし，白矢印は大気の上下方向の動きを表し，

黒矢印は地表付近での大気の水平方向の動きを表している。 
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問６ 図３は，地球が太陽のまわりを公転するようすと，それをとりまく

主な星座の位置関係を模式的に表したものである。日本付近において，

日の出前の南の空に，いて座が見えるのは，地球がどの位置にあると

きか，Ａ～Ｄから１つ選びなさい。 

 

問７ 図４のように，糸の一方の端を点Ｏに固定し，もう

一方の端に 200ｇのおもりＡをつけ，おもりＡを糸が

たるまないようにＸの位置まで持ち上げ静かに手を

離した。おもりＡは動きだし，最も低いＹを通過し，

最も高いＺまで振れた。このとき，Ｚの高さはＸと同

じであった。⒜・⒝に答えな 

さい。 
 

⒜ おもりＡをＸまで持ち上げたときにおもりＡにはたらいている重力を，解答用紙のマス目１目盛りを１

Ｎとして，矢印でかきなさい。ただし，重力はおもりの中心にはたらくものとし，100ｇの物体にはたらく

重力の大きさを１Ｎとする。 

⒝ 次の文は，図４のおもりＡのかわりに，おもりＡと同じ大きさで 400ｇのおもりＢをつけ，同様に振ら

せたときのことについて説明したものである。文中の①・②について，それぞれ正しいものをア～ウから

１つ選びなさい。ただし，おもりや糸にはたらくまさつはないものとする。 

おもりＢがＸでもっていた位置エネルギーは，おもりＡがＸでもっていた位置エネルギー 

①［ ア よりも大きい  イ よりも小さい  ウ と変わらない ］。 

おもりＢが動きだし，Ｙを通過し，最も高く振れた位置は，おもりＡが振れたＺの位置 

②［ ア よりも高い  イ よりも低い  ウ と変わらない ］。 

問８ 図５のように，水平な面に長方形の鏡と，同じ大きさのチョークＡ～Ｄを垂直に立て，鏡に映る像を観

察した。図６は，鏡に映る像を，点Ｐから観察しているときの位置関係を真上から表したものである。こ

のとき，鏡に映っていたチョークはどれか，Ａ～Ｄからすべて選びなさい。ただし，目の位置はチョーク

と同じ高さとし，マス目は正方形である。 
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問９ 次の⒜・⒝のうち，どちらかを選び，その記号を記入したうえで，答えなさい。 

⒜ 次の文は，環境問題について述べたものである。（  ）にあてはまる語句を書きなさい。 

電気冷蔵庫などに使われていたフロンは，大気の上空にあり紫外線をやわらげてくれる（  ）を破

壊する原因となっており，地表の生物への影響が心配されている。 

⒝ 次の文は，自然災害について述べたものである。（  ）にあてはまる語句を書きなさい。 

地震によって海底が大きく変動すると，（  ）が発生することもあり，震源から遠くても，海岸付近

では大きな災害を受けることがある。 

 

問１ 

名 称  

はたらき  

問２  

問３  

問４   

問５ 
⒜   hPa 

⒝   

問６  

問７ 

⒜ 

 

⒝ 
①  

②  

問８  

問９ 

選んだ問題の記号  

(答え)  
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問１ 

名称 赤血球 

はたらき からだの各部に酸素を運ぶ。 

問２ 再結晶 

問３ イ 

問４ Ｂ Ｅ 

問５ 
⒜ 1016 hPa 

⒝ ア 

問６ Ａ 

問７ 

⒜ 

 

⒝ 
① ア 

② ウ 

問８ Ｃ，Ｄ 

問９ 

選んだ問題の記号 ⒜ 選んだ問題の記号 ⒝ 

(答 え) オゾン層 (答 え) 津波 

 

問１ 図１の左上は白血球で，体内に侵入した細菌などを食べるはたらきをする。左下は血小板で，傷口で血液を

固めるはたらきをする。 

問２ 再結晶により，純粋な物質をとり出すことができる。 

問３ アは，二酸化炭素が発生するためである。ウは，ふもとのほうが山頂より気圧が高いためである。エは，ド

ライアイスは固体から直接気体になるためである。 

問４ 融点は固体から液体に変わる温度で，沸点は液体が沸とうして気体に変わる温度である。20℃のとき，Ａと

Ｃは固体，Ｄは気体である。 

問５ ⒜ 1020hPaと 1000hPaの間が５等分されているので，等圧線の間隔は４hPaである。 

 ⒝ 高気圧の中心付近では下降気流が生じるため，雲が消えるのでふつう天気はよい。 

問６ Ａの位置に地球があるとき，日の出の地域は左側の昼と夜の境界線上である。この位置では，いて座が南の

空に，おとめ座が西の空に見える。 

問７ ⒜ 200ｇのおもりにはたらく重力は２Ｎである。重力のはたらく向きは，地球の中心である。 

 ⒝ ふりこは，まさつや空気の抵抗がなければ，動き出した高さと同じ高さまで振れる。 

問８ Ａ～Ｄを鏡の面と線対称の位置に置き，点Ｐとそれぞれの点を直線で結ぶ。この直線と鏡が交差するものを

選ぶ。 

問９ ⒜ フロンは一度大気中に放出されると，空気中から取り除くことが困難である。 

 ⒝ 地球の反対側で起こった地震の津波によって，大きな被害が生じることもある。 
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【過去問 32】 

次の問１，問２の問いに答えなさい。 

（香川県 2008 年度） 

問１ 空気中の水蒸気の変化に関して，次の⑴～⑷の問いに答えよ。 

⑴ 右の図Ⅰのように，ぬるま湯を入れたビーカーの上に，20℃の水を

入れたフラスコを置いて，ビーカー内に霧をつくる実験をしようとし

たところ，霧は見られなかった。霧をつくるためには，このあとどの

ような操作をすればよいか。次の㋐～㋓から最も適当なものを一つ選

んで，その記号を書け。 

㋐ フラスコに氷を加えてかき混ぜる 

㋑ フラスコに 20℃の水を加える 

㋒ フラスコに湯を加えてかき混ぜる 

㋓ フラスコに入っている水を減らす  

⑵ 右の図Ⅱのように，内側を少量の水で湿らせたペットボト

ルＡに線香の煙を少量入れて，乾いたペットボトルＢの側面

を手で押したり，押した手の力を急にゆるめたりして，雲を

つくる実験をした。これについて，次のａ，ｂの問いに答え

よ。 

ａ 次の文は，この実験でくもりができたり消えたりするよ

うすについて述べようとしたものである。文中の①，②の   

内にあてはまる最も適当なものを，あとの㋐～㋓からそれ

ぞれ一つずつ選んで，その記号を書け。  

ペットボトルＢの側面を，押したり，押した手の力を急にゆるめたりする操作を繰り返したところ，

やがて押した手の力を急にゆるめたときに ① ようすが，また，押したときに ② ようすが見ら

れた。 

㋐ ペットボトルＡの中のくもりが消える 

㋑ ペットボトルＢの中のくもりが消える 

㋒ ペットボトルＡの中にくもりができる 

㋓ ペットボトルＢの中にくもりができる 
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ｂ 次の文は，この実験でくもりができるときのペットボトル内

の空気の変化について述べようとしたものである．文中の①，

②の   内にあてはまる言葉の組み合わせとして最も適当

なものを，右の表のア～エから一つ選んで，その記号を書け。 

   

 ① ② 

ア 圧力 水蒸気量 

イ 圧力 温度 

ウ 温度 水蒸気量 

エ 温度 圧力 

ペットボトル内の空気の ① を下げる操作をすると，空気の ② が下がるので，ペットボトル

の中にくもりができる。 

⑶ 右の写真は，晴れた日に平野の空にできた積雲を写したものであ

る。このような積雲ができるまでに，空気中に水蒸気が供給されてか

ら，どのようなことが起こると考えられるか。次の㋐～㋒が起こる順

に左から右に並ぶように，その記号を書け。 

㋐ 空気の温度が露点に達する 

㋑ 地面の熱であたためられた空気が上昇する 

㋒ 含みきれなくなった水蒸気が少しずつ凝結する 

 

⑷ 右の図Ⅲは，日本のある地点における，ある年の４

月 10日６時～４月 11日６時の気象観測の結果の一部

を示したものである。この期間の天気は快晴で，風力

は１または２であった。この期間の気温の変化は湿度

の変化と対照的である。このように，快晴の日に気温

が上がると，露点が変わらなくても湿度が低くなるの

はなぜか。その理由を飽和水蒸気量という言葉を用い

て書け。 

 

問２ 地球から見た太陽の動きに関して，次の⑴～⑶の問いに答えよ。 

⑴ 太郎さんは，夏至の日に，日本のある地点Ｐで，太陽の動き

を観察した。太郎さんは，右の図Ⅰのように，午前８時から午

後４時まで，１時間ごとの太陽の位置を透明半球上に記録し，

その後，記録した点をなめらかな線で結び，透明半球上に太陽

の動いた道筋をかいた。図Ⅰ中の点Ｘ，点Ｙは，その道筋を延

長した線と透明半球のふちとが交わる点である。 
 

下の図Ⅱは，点Ｘから点Ｙまで透明半球上にかいた太陽の動いた道筋にひもを重ねて，点Ｘと１時間ごとの

太陽の位置と点Ｙを写しとり，各点の間の長さをそれぞれはかった結果を示したものである。これに関して，

あとのａ～ｃの問いに答えよ。 
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ａ 図Ⅱの結果から，地点Ｐにおける，この日の日の入りの時刻は，いつごろであると考えられるか。次

のア～エから最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

ア 午後６時ごろ イ 午後６時 30分ごろ 

ウ 午後７時ごろ エ 午後７時 30分ごろ 

ｂ この日の太陽の南中高度をはかったところ，78度であった。地軸が，地球の公転面に対して垂直な方

向から 23.4度傾いているとして，地点Ｐの緯度はおよそ北緯何度であると考えられるか。次の㋐～㋓か

ら最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

㋐ 北緯 38度 ㋑ 北緯 35度 ㋒ 北緯 32度 ㋓ 北緯 29度 

ｃ 太郎さんは，地点Ｐにおけるこの日の太陽の南中時刻と，同じ緯度の別の地点Ｑにおけるこの日の太

陽の南中時刻を調べたところ，地点Ｑは地点Ｐと比べて太陽の南中時刻が 20分おそいことがわかった。

次のア～エのうち，地点Ｐと地点Ｑにおけるこの日の太陽の見え方として，最も適当なものはどれか。

一つ選んで，その記号を書け。 

ア 太陽の南中高度は，地点Ｐの方が地点Ｑよりも５度高い 

イ 日の出から日の入りまでの時間は，地点Ｑの方が地点Ｐよりも 20分長い 

ウ 日の出の時刻は，地点Ｑの方が地点Ｐよりも 20分はやい 

エ 日の入りの時刻は，地点Ｐの方が地点Ｑよりも 20分はやい 

⑵ 次のア～エの図のうち，赤道上のある地点での夏至の日の太陽の動いた道筋を，天球に示したものはど

れか。最も適当なものを一つ選んで，その記号を書け。 

 

⑶ 地上から恒星や太陽などの天体を観察すると，天体は１日に１回地球のまわりを回るように見える。こ

のように地球の自転によって生じる天体の見かけの動きは何と呼ばれるか。その名称を書け。 

 



13 地球と宇宙(中３) 天体の運動・季節の変化・惑星ほか 2008 年度 

85 

問１ 

⑴  

⑵ 
ａ ①  ②  

ｂ  

⑶  →        →  

⑷ 

気温が上がると  

   

  湿度は低くなる。 

問２ 

⑴ 

ａ  

ｂ  

ｃ  

⑵  

⑶  

 

問１ 

⑴ ㋐ 

⑵ 
ａ ① ㋒ ② ㋐ 

ｂ イ 

⑶ ㋑ → ㋐ → ㋒ 

⑷ 

例 

気温が上がると 

飽和水蒸気量は大きくなるが，空気中に含まれている水蒸気量

が変わらないので 

湿度は低くなる。 

問２ 

⑴ 

ａ ウ 

ｂ ㋑ 

ｃ エ 

⑵ ウ 

⑶ 日周運動 

 

問１ ⑶ 空気が上昇すると，まわりの気圧が下がり，空気が膨張して温度が下がる。 

問２ ⑴ ａ 図Ⅱより太陽は１時間に４cmの割合で動くので，x時間で 12cm動くとすると，１：x＝４：12，x＝３

である。午後４時の３時間後は午後７時である。 

ｂ ｢夏至の日の太陽の南中高度[度]＝90[度]－北緯[度]＋23.4[度]」だから，地点Ｐの北緯は，90[度]－78[度]

＋23.4[度]＝35.4[度]である。 

ｃ 地点Ｐは地点Ｑより 20分はやく南中するので，日の入りの時刻も 20分はやい。 

⑶ 日周運動によって，天体は，１時間に 15度の割合で動く。 
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【過去問 33】 

高知県のある地点で，水平に置かれた平らな板の上に透明半球を固定

し，太陽の動きを観察した。図は，秋分の日の９時から 16時まで太陽の位

置を１時間ごとに透明半球上にサインペンを用いて・印で記録し，これら

の点をなめらかな曲線で結び，さらに曲線の両端を延長して太陽の動いた

道すじをかいたものである。また，図中の点Ｐと点Ｑは，それぞれ 10時，  

13時に観察した記録であり，点Ｘは点Ｏから見て真南に位置する曲線上の点である。 

このことについて，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（高知県 2008 年度） 

問１ 図中にかいた曲線は，太陽の日周運動を表している。この運動が起こる理由を，次のア～エから一つ選

び，その記号を書け。 

ア 地球が自転しているため。 イ 地球が公転しているため。  

ウ 地球が球体であるため。 エ 地球の地軸が傾いているため。 

問２ 図中の点Ｐと点Ｑとの間の弧の長さは 8.0㎝，点Ｐと点Ｘとの間の弧の長さは 5.2㎝であった。この日

の太陽の南中の時刻は何時何分か。 

問３ 右の図は，冬至の日における太陽光に対する地球の状態を模式的に表

したものである。図の点Ｒにおける太陽の南中高度を図中に示せ。ただ

し，南中高度がどの角かわかるように，例にならってかくこと。 

 

 

問４ 高知県のある地点よりも高緯度の北半球の場所で，夏至の日に同じ方法を用いて太陽の動いた道すじを

透明半球に記録したとき，高知県のある地点で秋分の日に記録した道すじと比べて，どのようになるか。

次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 
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問１  

問２  時       分 

問３ 

 

問４  

 

問１ ア 

問２ 11 時 57 分 

問３ 

 

問４ エ 

 

問１ 地球が自転しているため，太陽などの天体は１時間に 15°の割合で，東から西へ動いているように見える。 

問２ 太陽は透明半球上を，３時間に 8.0cm(180 分に 8.0cm）の割合で動いている。点Ｐから点Ｘまで t 分で動く

とすると，180：8.0＝t：5.2，t＝117，117[分＝１[時間]57[分]であるから，南中時刻は 10[時]＋１[時間]57[分]

＝11[時]57[分]である。 

問３ 点Ｒの接線が，点Ｒでの地表面を表す。したがって，点Ｒの接線と太陽光のつくる角が南中高度である。 

問４ 緯度が高くなるほど，太陽の南中高度は低くなる。よって，高知県のある地点で，夏至の日の太陽の動きの

記録より，南中高度は低くなる。 
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【過去問 34】 

修
おさむ

さんと明
あきら

さんの兄弟は，12 月 15 日の午後６時から午前０時ま

で２時間ごとに４回，図１のような星座早見を利用して，カシオペヤ座

を観察した。下の  内は，観察したときの２人の会話の一部である。

また，図２は，そのときに観察したカシオペヤ座の位置を記録したもの

である。次の各問の答を，答の欄に記入せよ。 

（福岡県 2008 年度） 

  

修 「星座の観察では，星座早見を利用すると星座を見つけやす

いよね。」 

明 「そうだね。北の空の星座を観察するときは，はじめに，星座

早見の内側や外側の円盤を回して，月日と①（Ｐ 星座名  

Ｑ 時刻）とを合わせるんだ。それから，星座早見の窓の周囲

に書かれている方位のうち，②（Ｒ 北  Ｓ 南）が手前に

くるように持って，北を向き，頭の上にかざしながら，星座を

さがすんだったね。」 

【２時間ごとに観察し，それぞれの結果を記録する】 

修 「観察の記録を見ると，カシオペヤ座は，時間がたつととも

に，北極星を中心として，反時計回りに動いているね。」 

 

問１ 文中の①，②の（ ）内の語句から適切なものを選び，正しく組み合わせたものを，次の１～４から１

つ選び，番号で答えよ。 

１ Ｐ，Ｒ ２ Ｐ，Ｓ ３ Ｑ，Ｒ ４ Ｑ，Ｓ 

問２ 星が，１日の間で，下線部のように動くことを何というか。 

問３ 図２で，北極星の位置が変わらないように見えた理由を，簡潔に書け。 

問４ １か月後の午後８時に，同じ地点で北の空を観察すると，カシオペヤ座はどの位置にあるか。図２に示

すア～エから１つ選び，記号で答えよ。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  
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問１ ３ 

問２ 日周運動 

問３ 
例 

北極星が，地軸の延長上にあるから。 

問４ イ 

 

問２ カシオペヤ座は，北の空に見える星座である。地球の自転のため北の空では，北極星を中心に１時間に 15°

の割合で反時計回りに動く。また，南の空では１時間に 15°の割合で，東から南の空を通り西へ動く。 

問４ 地球の公転のため，同じ時刻に見える星座の位置は，北の空では，１か月に 30°の割合で反時計回りに移動

する。これを年周運動という。 
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【過去問 35】 

とつ

凸レンズを使った観察１～４について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2008 年度） 

私たちは，近くにあるものを拡大して観察する時，虫めがねやルーペなどを使い，遠くにあるものを観察

する時は
ぼう

望
えん

遠
きょう

鏡などを使う。また，観察したようすを記録する時はカメラなどを使うことがあるが，これら

のすべてにレンズが用いられている。 

【観察１】 虫めがねを使って，雑誌の文字を見る。 

問１ 図１のようにして見たところ，文字は写真１のように大き

く見えた。この状態から，虫めがねだけを少し目に近づける

と，文字の大きさはどのように変化して見えるか。 

 

問２ 写真１のように，雑誌の文字を拡大して見ている時，文字

とレンズの位置関係はどうなっているか。解答用紙の 

（   ）に適語を入れ，文を完成せよ。 

レンズの軸（光軸）に平行な光は，レンズに当たると屈折し

て一点に集まる。この点を（   ）といい，雑誌の文字が，

この点の（   ）側にあるとき拡大して見える。  

【観察２】 カメラを使って，風景を
さつ

撮
えい

影する。 

問３ 図２のようなしくみをもつカメラを使い，はじめに遠くの山のはっきりとした写真を
と

撮った。次に，近

くの花を撮りたい。はっきりとした花の像を写すためにはレンズを前後のどちらに動かせばよいか。ま

た，このときフィルム上にできる像を何というか。それぞれの答えの組み合わせとして正しいものを選

べ。 

 レンズを動かす向き 像 

 

ア 前 
じつ

実
ぞう

像 

イ 前 
きょ

虚
ぞう

像 

ウ 後 実像 

エ 後 虚像 
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問４ 図３は，カメラのレンズを通る光の道すじを示

したものである。ａの光はレンズの軸（光軸）に

平行に入っている。ｂの光が通る道すじを，ａに

ならって解答用紙の図３にかけ。 

問５ カメラとヒトの目には，共通した機能をもつて

いる部分がある。目の中で，カメラのフィルムの

ような役割を果たし，像を結ぶ部分の名称を書

け。 
 

【観察３】 ルーペを使って，岩石
ひょう

標
ほん

本の観察をする。 

問６ 写真２のＡ～Ｄの岩石をルーペで観察したところ，次のような特徴がみられた。これらは，そのでき方

から同じ種類の岩石に分類される。何という種類の岩石か。その名称を書け。 

 

岩石の特徴 

Ａ １mm ほどの大きさの
すな

砂
つぶ

粒が固めら

れてできている。 

Ｂ 
どろ

泥のような非常に細かい粒が固め

られてできている。 

Ｃ 小さな丸い粒のようなものがたく

さん含まれている。 

Ｄ 表面はなめらかで，粒はまったく見

えない。 

問７ Ａ～Ｄの岩石のうち，１つは
せっ

石
かい

灰
がん

岩である。表面の特徴を観察すること以外で，この中から石灰岩を簡

単に見つけ出す方法を，その結果も含めて書け。 

【観察４】 天体望遠鏡を使って，太陽黒点の観察をする。 

問８ 図４のように，固定した天体望遠鏡に
とう

投
えい

影
ばん

板を取り付け，

太陽の像を観察した。観察をしばらく続けたところ，太陽の

像は，時間とともに少しずつ投影板上を西へずれていった。

これと同じ理由で起きる現象は，次のどれか。 

ア 水星は真夜中に見ることができない。 

イ 季節ごとに見える星座が異なる。 

ウ 夏は昼間の時間が長く，冬は短い。 

エ 満月は夕方に東から出て，真夜中に
なん

南
ちゅう

中する。 
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問９ 図５のように，投影板上の直径 14cmの太陽像に，大きさ

2.6mmの黒点が見られた。太陽と地球の直径をそれぞれ 140

万 km，1.3万 kmとすると，この黒点の大きさは地球の直径

の何倍か。 

問 10 この黒点を数日間，同じ時刻に観察し続けたところ，少し

ずつ太陽の西の方に移動し，
はし

端に近づくにつれて形が南北に

細長くなったように見えた。このことから，太陽についてわ

かることを２つ書け。 

 

 

問１  

問２ 

レンズの軸（光軸）に平行な光は，レンズに当たると屈折して一点に集まる。この点

を （   ）といい，雑誌の文字が，この点の （   ）側にあるとき拡大して見

える。 

問３  

問４ 

 

問５  

問６  

問７  

問８  

問９   倍 

問10  
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問１ 大きくなる 

問２ 
レンズの軸（光軸）に平行な光は，レンズに当たると屈折して一点に集まる。この点

を（焦点）といい，雑誌の文字が，この点の（内）側にあるとき拡大して見える。 

問３ ア 

問４ 

 

問５ 網膜 

問６ たい(堆)積岩 

問７ うすい塩酸をかけると泡が出る。 

問８ エ 

問９ ２ 倍 

問10 
太陽は自転している。 

太陽は球形である。 

 

問２ 見えている文字は虚像である。虚像は，物体を焦点の内側に置いたときに見える。 

問３ 物体と凸レンズの距離を小さくするとき，凸レンズとスクリーンの距離を大きくするとはっきりした像を写

すことができる。 

問６ 砂や泥がたい(堆)積してできた岩石を，堆積岩という。 

問８ 地球の自転によって見られる現象である。 

問９ 14[cm]＝140[mm]より，黒点の大きさは 1400000[km]÷140×2.6＝26000[km]である。 
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【過去問 36】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2008 年度） 

問１ 明雄は，火山についてインタ－ネットで調ベた。 

⑴ 火山の噴火によって地下からふき出された物質を，火山噴出物という。火山噴出物には，水蒸気・二酸

化炭素などからなる ① のほかに，上空にまい上がり広い範囲にたい積する ② や，よう岩，火

山弾，軽石などがある。 ① ， ② に適当な語を入れなさい。 

８図と９図は，明雄がインターネ

ットで見つけた日本のある火山であ

る。２つの火山の形のちがいに気づ

いた明雄は，Ⓐある予想をたて，10

図の装置を使って，火山の形にちが

いが生じる理由について調べた。 

11図は，市販のデンプンのりをそ

のまま押し出してできたもので，８

図の火山の形と似ていた。 

 

次に，12図は，Ⓑこの容器内のデンプンのりにある操作を行った後，押し出してできたもので，９図の火山

の形と似ており，予想が確かめられた。 

 

⑵ 下線部Ⓐについて，どんな予想をたてたと考えられるか，書きなさい。また，下線部Ⓑについて，どん

な操作を行い，デンプンのりをどんな状態にしたか，書きなさい。 

また，明雄は，火成岩のつくりについても興味を持ち，熊本県内のある

山から，岩石を採取した。13図は，採取した岩石をルーペで観察し，スケ

ッチしたものである。岩石は，Ⓒ大きな結晶とそのまわりの細かい粒の部

分からできていた。 

さらに，明雄は下線部Ⓒのようなつくりができないかと考え，ペトリ皿

に入れた 60℃の濃いミョウバンの水溶液（または 60℃の湯にうかべてとか

したサリチル酸フェニル）を，氷水で急に冷やしたところ，細かな粒だけ

ができて，うまくいかなかった。 
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⑶ 採取した岩石は何か。ア～オから一つ選び，記号で答えなさい。また，下線部Ⓒのようなつくりを何と

いうか，書きなさい。 

ア 花こう岩 イ 石灰岩 ウ 砂岩 エ 安山岩 オ チャート 

⑷ 60℃の濃いミョウバンの水溶液（または 60℃の湯にうかべてとかしたサリチル酸フェニル）を，どのよ

うに冷やすと下線部Ⓒのようなつくりができるか，書きなさい。 

問２ 
ゆう

優
こ

子は，熊本県内のある場所で，いて座の観察を行い，次のように記録をまとめた。 

いて座の観察 
〔目的〕期間をおいて，いて座の観察をしたときの位置のちがいを調べる。 

〔準備〕星座早見，スケッチ用紙，筆記用具，時計，方位磁針，懐中電灯 

〔方法〕星座早見で，いて座の位置を確かめ，観察してスケッチする。 

〔結果〕 

 

 
いて座の位置を，同じ場所で，同じ時刻に観察すると，１か月で高度が低くなり，西へ約 30°動いていた。 
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⑴ 晴れた夜空から，星座早見を使って，いて座を見つけたい。星座早見の使い方以外で確かめておく必要

があることを一つ書きなさい。 

⑵ 14図は，優子が９月 12日の午後８時に，いて座の観察を行ったときのスケッチである。９月 12日に，

いて座が 15図と同じ位置に観察できた時刻は何時だったか，答えなさい。 

16図は，地球の公転軌道と黄道を，太陽を中心にして模式的に表したものであり，図中のＡ～Ｄは，黄道上

の位置を示している。また，17表の矢印は，黄道付近にある 12の星座を，太陽が動いているように見える順

に示している。 

 
17表 

いて座→やぎ座→みずがめ座→うお座→おひつじ座→おうし座 

 ↑ ↓ 

さそり座←てんびん座←おとめ座←しし座←かに座←ふたご座 

⑶ いて座の観察結果と 17表から，いて座とおとめ座の位置は，黄道のどの付近にあると考えられるか。16

図のＡ～Ｄからそれぞれ一つずつ選び，記号で答えなさい。 

⑷ 優子が観察した場所で，いて座が真夜中に南中する日の太陽の動きを示す線を，18図を参考にして，解

答用紙の図中 の をなぞってで示しなさい。 
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問１ 

⑴ 
①  

②  

⑵ 

予想：  

 

操作と状態： 

 

⑶ 
記 号  

つ く り  

⑷  

問２ 

⑴  

⑵   時 

⑶ 
い て 座  

おとめ座  

⑷ 
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問１ 

⑴ 
① 火山ガス 

② 火山灰 

⑵ 

予想：マグマのねばりけのちがいで，火山の形が決まる。 

操作と状態：例 

水を加えよくかきまぜ，ねばりけを弱くした。 

⑶ 
記号 エ 

つくり 斑状組織 

⑷ 最初はゆっくり冷やし，結晶ができ始めたら急冷する。 

問２ 

⑴ 例  方位を確かめておくこと。 

⑵ 午後10 時 

⑶ 
いて座 Ｂ 

おとめ座 Ａ 

⑷ 

 

 

問１ ⑴ 火山灰は広い範囲にたい積するので，遠くはなれた場所の地層のつながりを調べるのに役立つ。 

⑵ ８図は，ねばりけが強いマグマによってできた火山である。９図は，ねばりけが弱いマグマによってでき

た火山である。 

⑶ 13 図は斑状組織の火山岩である。安山岩は火山岩である。また，花こう岩は深成岩で等粒状組織である。

石灰岩，砂岩，チャートはたい積岩である。 

⑷ 大きな結晶を斑晶といい，マグマがゆっくり冷えてできたものである。 

問２ ⑵ 南の空に見える天体は，日周運動により 1時間に 15°の割合で東から西へ動く。15図のように 30°動い

た位置に見えるのは，２時間後の午後 10時である。 

⑶ ９月 12 日は秋分の日に近い日である。16 図で秋分の日の地球の位置は，太陽の下側である。14 図で午後

8 時にいて座が南中しているので，いて座の位置はＢである。太陽は黄道を１か月に 30°ずつ動いているので，

おとめ座はＡである。 

⑷ いて座，さそり座，てんびん座は夏の星座である。 
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【過去問 37】 

次の問１～問４の①，②の問いに答えなさい。 

（大分県 2008 年度） 

問１ ５本の試験管Ａ～Ｅの中に，砂糖水，水酸化ナトリウム水溶液，アンモニア水，塩酸，食塩水のいずれ

かが入っている。それぞれの試験管にどの水溶液が入っているかを調べるために，次の実験を行った。 

１ [図１］のように，それぞれの水溶液をガラス

棒を使ってリトマス紙につけ，リトマス紙の色の

変化を調べた。 

２ [図２］のように，それぞれの水溶液をかわい

たスライドガラスに数滴とり，加熱して水を蒸発

させ，スライドガラスに残るものを調べた。 

［表１］は，１，２の結果をまとめたもので 

ある。 

 

 ［表１］ 

試験管 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

実験１ （   ア   ） 青色→赤色 赤色→青色 変化なし 赤色→青色 

実験２ 白い物質が残った 何も残らなかった （   イ   ） 黒い物質が残った 白い物質が残った 

① [表１]の（ ア ），（ イ ）に当てはまる実験結果を簡潔に書きなさい。 

② 試験管Ａ～Ｅのそれぞれにマグネシウムリボンを入れたところ，１つの試験管から気体が発生した。そ

の試験管はどれか。Ａ～Ｅから１つ選び，記号で書きなさい。また，その試験管から発生した気体の化学

式を書きなさい。 

問２ 鏡による光の反射と像について調べるために，次の実験を行った。 

１ [図３]のように，部屋の壁に「めじろん」の各１文字を書いた紙をはり，Ａ点から鏡に映る文字を

見た。 

２ [図４]のように，１と同じ部屋で，鏡に向かってＢ点からＣ点まで両手を広げてまっすぐに移動

し，鏡に映る自分の像を観察した。Ｂ点では両手の先端が鏡の両端に映っていた。 

 

① １で，「め」，「じ」，「ろ」，「ん」のうち，鏡に映って見える文字をすべて書きなさい。 
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② ２で，Ｃ点で見える像について正しく述べたものを，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア Ｂ点で見えた像と同じ大きさに見え，両手の先端が鏡の両端に映っている。 

イ Ｂ点で見えた像と同じ大きさに見え，両手の先端が鏡の両端に映っていない。 

ウ Ｂ点で見えた像より大きく見え，両手の先端が鏡の両端に映っている。 

エ Ｂ点で見えた像より大きく見え，両手の先端が鏡の両端に映っていない。 

問３ [表２]は，ある人の吸う息とはく息に含まれる酸素と二酸化炭素の体積の割合を示したものである。ま

た，[図５]は，呼吸に関係するヒトの器官の一部を拡大した模式図である。 

[表２]   

 

 吸う息 はく息 

酸素 20.8％ 16.3％ 

二酸化炭素 0.04％ 4.4％ 

 

① この人が１分間に吸う息のうち，肺で取りこまれる酸素は何 cm3か，求めなさい。ただし，１分間の呼

吸回数を 20回とし，１回の呼吸で吸う息とはく息の体積は，どちらも 400cm3とする。 

② 吸う息に比べて，はく息で二酸化炭素の割合が増加するのは，毛細血管内の血液から[図５]のＸの中に

二酸化炭素が出されるからである。Ｘの名称を書きなさい。 

問４ 太陽の動きを調べるために，大分県のある地点で次の観察を行った。 

１ [図６]のように，水平に置い

た板に東西南北を示す線を引

き，その交点に棒を垂直に立て

た。 

２ １時間おきに，棒の影の先端

の位置を記録した後，それらを

線で結んだ。 

[図７]は，ある日の観察結果

を示したものである。 
 

 

① [図７]のＸの方角は，東，西，南，北のどれか，書きな 

さい。 

② [図８]は，[図７]を記録した日とは別の日の太陽の１日の動

きを透明半球に記録したものである。この日に１，２と同様の

観察を行ったときの結果として適切なものをア～エから１つ選

び，記号で書きなさい。  
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問１ 

① 
ア   

イ   

② 
記号   

化学式   

問２ 
①   

②   

問３ 
①   cm3 

②  

問４ 
①  

②  

 

問１ 

① 
ア 変化なし 

イ 何も残らなかった 

② 
記号 Ｂ 

化学式 Ｈ2 

問２ 
① ろ，ん 

② ウ 

問３ 
① 360 cm3 

② 肺胞 

問４ 
① 西 

② エ 

 

問１ ① 試験管Ａは食塩水，Ｂは塩酸，Ｃはアンモニア水，Ｄは砂糖水，Ｅは水酸化ナトリウム水溶液である。 

問２ ① Ａ点と鏡の上端を直線で結び，それが反射光となるような入射光をかく。その入射光より下にある文字が

見える。 

② 鏡に近づくと，像の大きさは大きくなるが見える範囲は変わらない。 

問３ ① 400[cm3]×（0.208－0.163）×20＝360[cm3]である。 

問４ ① [図７]で，棒の影は太陽の反対の向きにできるので，上方が南である。 

 ② 日の出，日の入りの位置が真東より南よりなので，冬至に近い日であると考えられる。冬至の日，明け方と

夕方の影の長さは長くなる。 
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【過去問 38】 

太陽系について，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（宮崎県 2008 年度） 

問１ 次の文の ア ， イ に適切な言葉を入れなさい。 

太陽は，みずから光りかがやく天体で， ア とよばれ，多量の光や熱を放出している。また，太陽系

には，太陽のまわりを公転する イ とよばれる８つの天体がある。 

問２ 右の表から，天体は，ある天体とあ

る天体を境に，大きく特徴が異なって

いることがわかる。ある天体とある天

体とはどれとどれか。表から２つ選び

なさい。 

問３ 海王星と同じ特徴をもつ太陽系の

天体は，おもにどのようなものででき

ているか。次のア～エから１つ選び，

記号で答えなさい。また，天体がどの

ようなものでできているかを考える

とき，最も参考になる項目を，表から

１つ選びなさい。 

表      

項目 

天体 

太陽からの

平均距離※ 

公転周期

(年) 
赤道直径※ 質量※ 平均密度※ 

水星 0.4 0.24 0.38 0.06 5.43 

金星 0.7 0.62 0.95 0.82 5.24 

地球 1.0 1.00 1.00 1.00 5.52 

火星 1.5 1.88 0.53 0.11 3.93 

木星 5.2 11.9 11.2 317.8 1.33 

土星 9.6 29.5 9.4 95.2 0.69 

天王星 19.2 84.0 4.0 14.5 1.27 

海王星 30.1 165 3.9 17.2 1.64 

※太陽からの平均距離，赤道直径，質量は地球を１とした値で，平均密度は物質

１cm3あたりの質量（ｇ）を示している。 

ア 大気や鉄と多くの岩石 イ 氷や大気と多くの岩石 

ウ 氷や岩石と厚い大気 エ 鉄や岩石と厚い大気 

問４ 右の図のＡ，ａは，ある日の火星と金星の位置を表してい

る。金星がａからｂまで公転するとき，火星はＡからどの位置

まで公転するか。最も適切な位置を，図のＡ～Ｆから１つ選

び，記号で答えなさい。 

 

 

問１ 
ア   

イ   

問２   と   

問３ 
記号   

項目   

問４  
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問１ 
ア 恒星 

イ 惑星 

問２ 火星  と  木星 

問３ 
記号 ウ 

項目 平均密度 

問４ Ｂ 

 

問１ 夜空に見える天体のほとんどは恒星である。 

問２ 平均密度に注目すると，火星と木星を境に大きく異なっている。 

問３ 氷や岩石と厚い大気でできていると，平均密度は小さくなる。 

問４ 火星の公転周期は，金星の公転周期の 1.88÷0.62＝3.03…＝約 3[倍]である。金星が約 180°公転したとき，

火星は 180[°]÷3＝60[°]公転する。 
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【過去問 39】 

次の問１，問２の各問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2008 年度） 

問１ デンプンやタンパク質は，①消化酵素のはたらきによって養分に分解され，消化管で吸収される。この

養分は，血液によって全身の細胞に運ばれて，活動のためのエネルギ－が取り出される。そのとき，二酸

化炭素や水，アンモニアなどが生じる。②生体内に生じたアンモニアは，肝臓で尿素に変えられる。 

１ 下線部①で，タンパク質は分解されて何という物質になるか。 

２ 下線部②のように，アンモニアが尿素に変えられる理由を書け。 

３ アンモニアは，実験室で２種類の物質の化学反応によってつくることができる。そのために必要な物質

を，ア～オから２つ選ベ。 

ア 窒素 イ 塩酸 ウ 水酸化カルシウム  

エ 二酸化マンガン オ 塩化アンモニウム 

４ アンモニアは，激しく鼻をさすようなにおいがある。発生した気体のにおいをかぐときには，どのよう

にしたらよいか。適切な方法を書け。 

問２ Ｋさんは，種子島でロケットの打ち上げを見学した。打ち上げのとき，①白煙が見えてから 10秒ほどた

って大きな音が聞こえた。②ロケットは，ガスを勢いよく出しながら上昇した。 

③この日の21時ごろ，打ち上げた人工衛星を見ようと空を見上げると，オリオン座がちょうど真南

の空に見えた。 

１ 下線部①のようになる理由を，「音」「光」の２つのことばを使って書け。 

２ 下線部②について調べると，ロケットは燃料を燃やして高温のガス（燃焼ガス）を噴射し，そのガスか

ら逆向きの力を受けて上昇することがわかった。このときのロケットと燃焼ガスの間ではたらく力の関係

と同じものはどれか。 

ア 机の上の花びんが机をおす力の大きさと，机が花びんをおし返す力の大きさは等しい。 

イ スポンジをおす力の大きさは同じでも，ふれ合う面積が小さいほどへこみは大きい。 

ウ バスに乗っているとき，バスが急発進すると体が後方へ倒れそうになる。 

エ 本を持つとき，手が本を持つ力の大きさは本にはたらく重力の大きさに等しい。 

３ 下線部③について，⑴，⑵に答えよ。 

⑴ 天体が真南の空を通過する瞬間を何

というか。 

⑵ 図は，地球の公転のようすと黄道付

近のオリオン座の位置を示している。

ただし，Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇはそれぞれ， 
 

冬至，春分，夏至，秋分の地球の位置である。この日の地球の位置は，図中のＡ～Ｈのどれか。 
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問１ 

１  

２  

３ と 

４  

問２ 

１  

２   

３ 
⑴   

⑵   

 

問１ 

１ アミノ酸 

２ アンモニアは有害だから。 

３ ウ と オ 

４ 手であおぐようにしてかぐ。 

問２ 

１ 音の伝わる速さが，光の速さより遅いから。 

２ ア 

３ 
⑴ 南中 

⑵ Ｂ 

 

問１ １ タンパク質を消化する消化酵素は，胃液，すい液にふくまれる。また，小腸の壁にもタンパク質を消化す

る消化酵素がある。 

２ 尿素は無害である。また，アンモニアに比べると，水にとけにくい。 

４ アンモニアは有毒であるから，直接吸ってはいけない。 

問２ ２ 二つの物体の間に力がはたらくとき，大きさが等しく一直線上で反対向きの力がはたらく。 

３ ⑵ 地球がＡの位置にあるとき，地球の北半球は冬至であり，オリオン座は真夜中に南中する。地球の公転の

ため，天体が南中する時刻は１か月に２時間ずつ早くなる。21時は真夜中より３時間早い時刻なので，オリオ

ン座が 21 時に南中するのは１か月半後である。地球は太陽のまわりを１か月に 30°の割合で公転するので，

Ａから１か月半後の位置はＢである。 
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【過去問 40】 

【Ａ】，【Ｂ】の問題に答えなさい。 

（沖縄県 2008 年度） 

【Ａ】 空気を冷やして，水蒸気が凝結し始めるときの温度を２回測定した。表１は気温と飽和水蒸気量との関

係を表している。 

（沖縄県 2008 年度） 

（測定①） 室温 30℃の室内で測定した。あらかじめ金属製のコップには水を半分程度入れておき，水温と室温

が同じになるようにしておいた。水温を測定後，氷水を少しずつ加えてよくかき混ぜ，コップの表面に水

滴がつき始めたときの水温を測定したところ 22℃であった。このときの水温は，コップのまわりの空気

の温度と同じであると考えることができる。 

（測定②） 室温 30℃の室内で測定①と同様の測定を，測定①よりも湿度が低いときに実施した。 

表１ 気温と飽和水蒸気量 

気温〔℃〕 20 22 24 26 28 30 

飽和水蒸気量〔ｇ/㎥〕 17.3 19.4 21.8 24.4 27.2 30.4 

問１ 空気中の水蒸気が凝結し始めるときの温度を何というか。漢字で答えなさい。 

問２ 測定①のときの室内の湿度は何％か，小数第２位を四捨五入して小数第１位まで答えなさい。 

問３ 測定①および測定②の実験結果について述べた文として，最も適当なものを次のア～エから１つ選び記

号で答えなさい。 

ア 測定②では氷水を加える前に水滴がつき始めた。 

イ 測定②のほうが測定①よりも高い水温で水滴がつき始めた。 

ウ 測定②のほうが測定①よりも低い水温で水滴がつき始めた。 

エ どちらも同じ水温で水滴がつき始めた。 

【Ｂ】 天体の観察を１か月間隔で実施した。観察期間中の金星は満ち欠

けしながら，よいの明星や明けの明星として見ることができた。図１

は太陽・金星・地球の位置関係を表した模式図である。 

（沖縄県 2008 年度） 

問４ 金星について述べた文として，誤っているものを次のア～エから

１つ選び記号で答えなさい。 

ア 金星が満ち欠けをするのは，太陽・金星・地球の位置関係が変化

するからである。 

イ 金星は真夜中には見ることができない。 

 

ウ 金星の見かけの大きさは，三日月形に見えるときは小さく，丸く見えるときは大きく見える。 

エ 金星や地球を含む地球型惑星は，木星型惑星より密度が大きいのが特徴である。 
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問５ 太陽・金星・地球の位置関係が図１のようになっているときの金星の見え方について述べた文として，

最も適当なものを次のア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ア 明け方の東の空に見える。 イ 明け方の西の空に見える。 

ウ タ方の東の空に見える。 エ 夕方の西の空に見える。 

問６ 図２はアンタレスという恒星が，南中したときのさそり座のスケ

ッチである。アンタレスの南中に関する次の文中の（ ① ），

（ ② ）に入る語句の組み合わせとして，最も適当なものを下の

ア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

さそり座のアンタレスは，第１回目の観察のときには午後 10 時

に南中した。１か月後の第２回目の観察のときには同時刻のアンタ

レスの位置は，第１回目と比べて（ ① ）に移動しており，南中

する時刻は第１回目よりも（ ② ）くなっていた。 
 

ア （①：西 ②：早） イ （①：西 ②：遅） 

ウ （①：東 ②：早） エ （①：東 ②：遅） 

 

問１  

問２   ％ 

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ 露点 

問２ 63.8 ％ 

問３ ウ 

問４ ウ 

問５ エ 

問６ ア 

 

問２ 「湿度[%]＝空気１㎥中にふくまれている水蒸気の量[ｇ]÷その気温での空気 1 ㎥中の飽和水蒸気量[ｇ]×

100」，露点は 22℃なので空気１㎥中にふくまれている水蒸気の量は 19.4ｇである。19.4[ｇ]÷30.4[ｇ]×100

＝63.81…＝約 63.8[%]である。 

問３ 湿度が低いほど，空気１㎥中にふくまれている水蒸気の量が少ない。空気１㎥中にふくまれている水蒸気の

量が少ないほど露点は低い。 

問４ 金星が三日月の形に見えるときは地球に近いので大きく，丸く見えるときは地球から遠いので小さく見える。 

 

 


